
住みたい　住んでよかった　魅力いっぱい　元気な浜田 ～　豊かな自然、温かい人情、人の絆を大切にするまち　～

4
令和２年

No.228広報

特集
令
和
２
年
度

施
政
方
針
・
教
育
方
針

三
隅
公
園
の
梅
林 

見
頃
を
迎
え
る

紅
・
桃
・
白
　

千
本
の
梅



2広報はまだ：令和２年４月号3 広報はまだ：令和２年４月号

BUY浜田昼市

コスタ・ネオロマンチカ号
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７号荷さばき所

①
浜
田
港
の
整
備

山
陰
自
動
車
道
と
浜
田
港
を
結
ぶ

臨
港
道
路
福
井
4
号
線
が
開
通
し
、

荷
役
機
械
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

が
供
用
開
始
に
な
る
な
ど
、
浜
田
港

の
機
能
強
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今

後
も
港
湾
計
画
に
基
づ
き
着
実
に
浜

田
港
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、

関
係
機
関
に
働
き
か
け
ま
す
。

②
港
の
賑
わ
い
創
出
と
地
域
経
済
の

活
性
化

国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
貨
物
量
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
国
際
定
期
コ
ン
テ

ナ
の
週
2
便
化
や
港
湾
機
能
の
強
化

を
追
い
風
と
し
て
、引
き
続
き
、ポ
ー

ト
セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
み
ま
す
。

ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
に
つ
い
て
は
、

本
年
は
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
「
コ
ス

①
石
見
神
楽
に
よ
る
観
光
振
興

石
見
神
楽
に
つ
い
て
は
、
昨
年
石

見
9
市
町
で
申
請
し
た
「
神
々
や
鬼

た
ち
が
躍
動
す
る
神
話
の
世
界
～
石

見
地
域
で
伝
承
さ
れ
る
神
楽
～
」
が
、

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
活
用
し
て
、

新
た
に
衣
裳
代
な
ど
の
支
援
制
度
を

創
設
し
ま
す
。

本
年
は
「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
石
見

神
楽
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る

た
め
、
8
月
25
日
に
「
石
見
神
楽
国

立
劇
場
公
演
」
を
本
市
の
独
自
事
業

と
し
て
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
島

根
県
と
連
携
し
て
、
東
京
都
内
で
の

神
楽
公
演
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

①
事
業
承
継

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

し
た
、
事
業
後
継
者
や
料
理
人
に
全

国
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、

選
考
さ
れ
た
人
に
は
、
市
内
の
事
業

所
で
経
験
を
積
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

②
浜
田
産
品
の
販
路
拡
大

企
業
間
の
商
談
機
会
を
創
出
し
、

新
規
販
路
の
確
保
、
既
存
取
引
先
へ

の
商
品
採
用
の
支
援
を
し
ま
す
。

③
ふ
る
さ
と
寄
附

国
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
業
者
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
ふ
る
さ
と
寄
附

の
更
な
る
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

久
保
田
章
市
市
長
は
、
令
和
2
年
3
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
議
の
開

会
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
水
産
振
興

新
た
に
策
定
す
る
「
浜
田
漁
港
周

辺
エ
リ
ア
活
性
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

「
安
全
・
安
心
で
、
活
力
あ
る
水
産

業
が
展
開
さ
れ
、
賑に

ぎ

わ
い
の
あ
る
浜

田
漁
港
」
を
目
指
し
、
水
産
業
の
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ
ば
き
所
の

整
備

ま
き
網
漁
業
用
7
号
荷
さ
ば
き
所

は
、
7
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
沖
合
底
曳
網
漁
業
用
4

号
荷
さ
ば
き
所
は
、
令
和
4
年
度
の

完
成
を
目
指
し
、
本
年
は
、
既
存
施

設
の
解
体
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

①
農
業
振
興

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
作
成
し
た

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
浜
田
の
顔

と
な
る「
大
粒
ぶ
ど
う
」「
赤
梨
」「
西

条
柿
」
の
3
つ
の
振
興
作
物
の
振
興

に
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

②
生
産
効
率
の
向
上
、
農
作
業
の
省

力
化
や
効
率
化

大
規
模
農
業
や
集
落
営
農
の
組
織

化
・
法
人
化
を
推
進
し
ま
す
。
畦
畔

の
草
刈
作
業
を
軽
減
す
る
た
め
の
セ

ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
の
吹
付
け
な
ど

③
浜
田
漁
港
エ
リ
ア
の
活
性
化

山
陰
浜
田
港
公
設
市
場
は
、
民
間

事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活い

か
し
、
新

た
な
賑
わ
い
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と

な
る
よ
う
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

瀬
戸
ケ
島
埋
立
地
に
つ
い
て
は
、

地
下
海
水
の
試
掘
調
査
結
果
を
も
と

に
、
水
産
関
連
企
業
と
と
も
に
陸
上

養
殖
事
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
共
同

研
究
を
進
め
ま
す
。
な
お
、
当
地
に

整
備
さ
れ
る
「
渚
の
交
番
」
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
海
洋
教
育
の
拠
点
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

本
任
期
に
お
き
ま
し
て
は
、
第
1

に
「
産
業
振
興
と
中
小
事
業
者
支

援
」、
第
2
に
「
少
子
化
対
策
と
子

育
て
支
援
」、
第
3
に
「
福
祉
の
充

実
と
市
民
負
担
の
軽
減
」、
第
4
に

「
ふ
る
さ
と
郷
育
と
歴
史
文
化
の
継

承
」、
第
5
に
「
中
山
間
地
域
の
諸

課
題
へ
の
対
応
」、第
6
に
「
防
災
・

減
災
対
策
」、
第
7
に
「
行
財
政
改

革
」
の
、
以
上
7
つ
を
重
点
政
策
と

し
て
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
丸
山
県
知
事
が
誕
生
し
、

島
根
県
に
お
い
て
は
島
根
創
生
を
掲

げ
て
、
人
口
減
少
対
策
を
最
優
先
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

私
も
市
長
就
任
時
か
ら
、
人
口
の
減

少
と
そ
れ
に
伴
う
経
済
の
縮
小
が
本

市
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
、

市
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。今
後
と
も
、島
根
県
と
し
っ

か
り
と
連
携
し
、「
元
気
な
浜
田
づ

く
り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
2
年
度
の
施
策

に
つ
い
て
、
主
な
事
項
を
説
明
し
ま

す
。

の
支
援
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
は
じ
め

と
し
た
先
進
的
な
取
組
に
対
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

③
畜
産
振
興

昨
年
創
業
開
始
さ
れ
た
三
隅
町
の

大
規
模
畜
産
法
人
の
経
営
安
定
化
に

向
け
、
引
き
続
き
、
優
良
乳
用
牛
導

入
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

④
林
業
振
興

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
市

産
木
材
の
利
用
促
進
、
林
業
従
事
者

の
人
材
育
成
、
木
育
の
普
及
な
ど
に

努
め
ま
す
。

⑤
全
国
植
樹
祭

5
月
に
、
島
根
県
に
お
い
て
全
国

植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
、
本
市
で
も
全

国
林
業
後
継
者
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
今
後
一
層
、
地
域
林

業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

④
商
店
街
の
活
性
化

商
店
街
の
賑
わ
い
に
資
す
る
Ｂ
Ｕ

Ｙ
浜
田
昼
市
を
開
催
し
、
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜

田
運
動
の
推
進
に
も
つ
な
げ
ま
す
。

タ
・
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」
が
3
回
と
、

日
本
初
就
航
と
な
る
「
ク
リ
ス
タ

ル
・
エ
ン
デ
バ
ー
」
の
寄
港
が
決
定

し
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
し
、
受
入
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
浜
田
の
魅
力
発
信

秋
頃
に
は
、「
第
3
回
全
国
未
成

線
サ
ミ
ッ
ト
in
浜
田
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
本
市
の
宝
で
あ
る
「
広
浜
鉄

道
今
福
線
」
の
利
活
用
と
地
域
活
性

化
を
考
え
ま
す
。

ま
た
、
島
根
県
で
は
、「
美
肌
観

光
の
推
進
」
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
本
市
の
美
又
温
泉
と
旭
温
泉
が

「
美
肌
観
光
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
づ
く
り

に
取
り
組
む
エ
リ
ア
」
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
島
根
県
と
連
携
し
、

誘
客
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

日
本
遺
産
の
石
見
神
楽
を
前
面
に

押
し
出
し
、
浜
田
市
へ
の
誘
客
を
図

り
、
あ
わ
せ
て
、
温
泉
や
豊
か
な
自

然
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

④
萩
・
石
見
空
港
の
利
用
促
進

市
内
中
学
校
の
修
学
旅
行
で
の
利

用
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
島
根
県
や
圏
域
の
市
町
と
連

携
し
て
利
用
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
企
業
誘
致

用
地
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
昨

年
、
新
た
な
候
補
地
の
概
略
設
計
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

用
地
整
備
を
検
討
し
、
島
根
県
へ
の

働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

②
雇
用
の
確
保

地
元
企
業
の
魅
力
や
求
人
情
報
を

掲
載
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
働
こ
う

＠
浜
田
」
に
地
元
企
業
42
社
を
掲
載

し
、
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
大
学
生
な
ど
に
向
け
た
地
元

企
業
の
魅
力
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
関

す
る
情
報
を
、
大
手
動
画
サ
イ
ト
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
す
る
な
ど
し
て
、
雇

用
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
山
陰
方
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

広
島
事
務
所
を
中
心
に
企
業
誘
致

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

販
路
拡
大
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
、
観

光
交
流
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
水
産
物
の
魚
価
向
上
と
販
路
拡
大

荷
さ
ば
き
所
や
仲
買
市
場
の
整
備

に
伴
う
衛
生
管
理
の
強
化
に
よ
り
、

山
陰
浜
田
港
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
引
き
続
き
、「
浜
田

港
四
季
の
お
魚
」、「
ど
ん
ち
っ
ち
三

魚
」、「
沖
獲
れ
一
番
」
の
推
進・Ｐ
Ｒ

に
努
め
、
消
費
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

浜
田
港
を
活
か
し
た産業

振
興

観
光
・
交
流
の
推
進

企
業
立
地
と
雇
用
の
確
保

商
工
業
の
振
興

１
活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て

雇
用
を
つ
く
る
ま
ち

水
産
業
の
振
興

農
林
業
の
振
興

住
み
た
い　
住
ん
で
よ
か
っ
た　
魅
力
い
っ
ぱ
い　
元
気
な
浜
田　
　
～　
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち　
～

令
和
2
年
度

施
政
方
針

７
つ
の

「
ま
ち
づ
く
り
の
大
綱
」
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君市踏切

更新する耐震管路

子育て支援センターすくすく

①
水
道
事
業
の
統
合
に
伴
う
水
道
料

金
の
改
定
と
管
路
更
新

平
成
30
年
10
月
か
ら
段
階
的
な
料

金
改
定
を
実
施
し
て
お
り
、
本
年
10

月
か
ら
は
、
市
内
全
域
の
水
道
料
金

を
統
一
し
ま
す
。

水
道
管
路
更
新
事
業
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
か
ら
3
年
間
を
集
中
期

間
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
市
街

「
浜
田
市
生
活
環
境
の
保
全
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
環
境
美
化
活
動

や
、
住
環
境
及
び
自
然
環
境
の
保
全

に
取
り
組
み
ま
す
。

「
浜
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
、
事
業
者
、

各
種
団
体
と
連
携
し
、
温
暖
化
対
策

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

新
た
に
蓄
電
池
設
備
の
単
独
設
置

に
対
す
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
創
設
し
、

家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
を
さ
ら
に
推

進
し
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
」、
い
わ
ゆ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ス
）」
の
17

の
国
際
目
標
の
ひ
と
つ
に
「
気
候
変

動
へ
の
対
応
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
本
市
も
そ
の
理
念
に
賛
同
し
、

今
後
の
施
策
に
取
り
入
れ
る
と
と
も

に
、
そ
の
理
念
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

「
4
Ｒ
運
動
」（
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
フ
ュ
ー
ズ
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル
）
に
取
り
組
み
、
ご
み
の
発
生

抑
制
と
再
資
源
化
を
進
め
ま
す
。

浜
田
駅
前
広
場
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
事
業

者
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
工
事
を

進
め
て
お
り
、
7
月
中
の
完
成
を
目

指
し
ま
す
。

君
市
踏
切
の
改
良
に
つ
い
て
は
、

踏
切
の
位
置
を
浜
田
駅
側
に
約
40

メ
ー
ト
ル
移
設
し
て
拡
幅
し
、
併
せ

て
浜
田
駅
南
北
地
区
を
結
ぶ
道
路
を

整
備
し
ま
す
。
令
和
3
年
度
中
の
供

用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

「
第
2
次
浜
田
市
公
共
交
通
再
編

計
画
」
に
基
づ
き
、
ド
ア
・
ト
ゥ
・

ド
ア
で
移
動
で
き
る
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
た
新
た
な
交
通
手
段
の
導
入
な

ど
、
各
地
域
の
特
性
に
対
応
し
た
交

通
体
系
の
再
構
築
を
進
め
ま
す
。

「
敬
老
福
祉
乗
車
券
交
付
事
業
」

は
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

山
陰
道
の
う
ち
三
隅
益
田
道
路
は
、

令
和
7
年
度
の
完
成
目
途
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
、
着
実
な
事
業
実

施
を
国
へ
要
望
し
ま
す
。

ま
た
、
浜
田
道
に
つ
い
て
は
、
瑞

穂
・
金
城
間
が
、
4
車
線
化
の
優
先

整
備
区
間
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
お

お
む
ね
10
年
か
ら
15
年
程
度
で
完
成

を
目
指
す
と
の
こ
と
か
ら
、
早
期
着

手
を
国
に
要
望
し
ま
す
。

小
中
学
校
の
通
学
路
及
び
未
就
学

児
の
園
外
活
動
時
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
道
路
管
理
者
や
警
察
な
ど

の
関
係
機
関
と
、
危
険
箇
所
の
合
同

点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
緊
急
対

策
と
し
て
、
本
年
度
か
ら
3
年
間
、

緊
急
度
の
高
い
箇
所
か
ら
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
設
置
す
る
な
ど
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

歴
史
文
化
保
存
展
示
施
設
に
つ
い

て
は
、（
仮
称
）
浜
田
歴
史
資
料
館

検
討
会
の
報
告
や
市
議
会
の
意
見
な

ど
も
踏
ま
え
、
浜
田
市
郷
土
資
料
館

を
中
核
施
設
と
し
て
建
替
え
整
備
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

整
備
場
所
は
、
複
合
化
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
も
含
め
、
整
備
費
、
運
営
費

が
安
価
で
あ
る
世
界
こ
ど
も
美
術
館

に
増
設
す
る
方
針
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
整
備
費
は
、
国
の
資
金
や

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
活
用
し
、
整

備
し
ま
す
。

本
年
度
か
ら
は
、
歴
史
文
化
保
存

展
示
施
設
で
の
展
示
や
、
学
校
教
育

で
の
ふ
る
さ
と
郷
育
へ
の
活
用
な
ど
、

具
体
的
な
整
備
内
容
に
つ
い
て
、
専

門
家
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
し
ま
す
。

な
お
、
各
支
所
な
ど
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
文
化
財
の
展
示

を
始
め
て
お
り
ま
す
。
今
年
中
に
は
、

全
て
の
支
所
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

①
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
12
月
の
障
害
者
週

間
に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。
障
が

い
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
共

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

②
地
域
福
祉
の
充
実

社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
活
動
を
支
援
し
、
地
域

に
お
け
る
見
守
り
や
声
か
け
な
ど
を

と
お
し
て
地
域
内
の
つ
な
が
り
を
深

め
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

夏
の
暑
さ
対
策
と
し
て
取
り
組
ん

だ
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
普
通
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
完
了
し
ま

関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
競
技

力
の
向
上
や
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

に
努
め
ま
す
。

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
適
正
な
配
置
及
び
整
備
の

方
向
性
を
示
す
、「
浜
田
市
ス
ポ
ー

ツ
施
設
再
配
置
・
整
備
計
画
」
を
3

月
に
策
定
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
改

修
を
行
う
た
め
の
「
社
会
教
育
施
設

長
寿
命
化
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
、

施
設
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
開

催
に
合
わ
せ
、
本
市
で
も
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
及
び
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
採
火
式
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。 地

域
づ
く
り
に
主
体
的
に
参
画
し

よ
う
と
す
る
人
づ
く
り
や
、
住
民
の

当
事
者
意
識
の
醸
成
を
図
る
た
め
、

地
域
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
機
能
や

活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
、
家
庭
と
地
域
の
連

携
・
協
働
に
よ
る
「
地
域
学
校
協
働

活
動
」
や
、
高
校
と
地
域
の
協
働
体

制
と
し
て
立
ち
上
げ
る
「
高
校
魅
力

化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
活
動
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

①
医
療
体
制
の
充
実

国
保
診
療
所
の
医
師
１
人
が
退
職

①
高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
の
推
進

「
浜
田
市
高
齢
者
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
、

昨
年
施
行
し
た
「
浜
田
市
認
知
症
の

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

に
沿
っ
て
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し

い
理
解
と
知
識
の
普
及
に
努
め
、
認

知
症
の
人
た
ち
を
支
援
す
る
体
制
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

①
水
害
・
土
砂
災
害
対
策

河
川
の
氾
濫
区
域
の
見
直
し
や
土

砂
災
害
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
指
定
を
反

映
し
た
、
水
害
及
び
土
砂
災
害
に
関

す
る
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
新
た

に
作
成
し
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

作
成
済
み
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

①
子
育
て
拠
点
施
設
の
整
備

令
和
2
年
度
か
ら
の
5
年
間
を
計

画
期
間
と
し
た
「
第
2
期
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
本
年
度
実
施
設
計
に
着
手
し
、

令
和
3
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
ま

す
。

し
た
。
特
別
教
室
へ
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

機
運
醸
成
の
た
め
、
市
民
ロ
ビ
ー

な
ど
で
本
市
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
紹
介
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
取
組
を

行
い
ま
す
。

②
妊
娠
期
か
ら
育
児
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援

幼
児
の
弱
視
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
を
目
的
に
、
新
し
い
機
器
を
導

入
し
、
3
歳
児
健
診
を
中
心
に
、
視

力
検
査
に
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
母

親
の
産
後
1
か
月
健
診
を
無
料
と
し

ま
す
。

し
ま
し
た
の
で
、
新
た
な
医
師
の
招し

ょ
う

聘へ
い

な
ど
、
国
保
診
療
所
の
体
制
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
将
来

の
医
療
を
担
う
人
材
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
中
高
生
と
医
学
生
、
看

護
学
生
、
医
療
従
事
者
と
の
交
流
会

を
開
催
す
る
ほ
か
、
診
療
所
に
お
け

る
研
修
医
の
受
入
れ
を
推
進
し
ま
す
。

②
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
推
進

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

「
は
ま
だ
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の
普
及
を

図
り
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
介
護
予

防
、
心
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

地
の
基
幹
管
路
の
耐
震
化
を
推
進
し

ま
す
。

②
下
水
道
事
業
の
推
進

市
役
所
・
駅
前
周
辺
地
区
を
優
先

地
区
と
し
て
、
令
和
2
年
度
か
ら
事

業
着
手
し
、
処
理
場
の
用
地
取
得
に

向
け
て
手
続
を
進
め
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

令
和
2
年
度
か
ら
地
方
公
営
企
業
法

の
財
務
規
定
を
適
用
し
、
経
営
の
透

明
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

と
併
せ
て
周
知
・
啓
発
を
行
い
、
住

民
の
早
期
避
難
な
ど
に
つ
な
げ
ま
す
。

②
情
報
周
知
手
段
の
確
保
・
充
実

防
災
行
政
無
線
、
防
災
防
犯
メ
ー

ル
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
河
川
カ
メ

ラ
の
映
像
配
信
な
ど
、
多
様
な
情
報

伝
達
手
段
の
活
用
と
設
備
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

③
地
域
防
災
力
の
向
上

自
主
防
災
組
織
の
立
上
げ
支
援
と

防
災
出
前
講
座
の
開
催
を
通
じ
て
、

「
自
助
」
と
「
共
助
」
の
活
動
支
援

を
行
い
ま
す
。

④
大
規
模
自
然
災
害
な
ど
へ
の
備
え

本
市
に
お
け
る
国
土
強
靱
化
に
関

す
る
施
策
を
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、「
国
土
強
靱
化

地
域
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

①
防
犯
対
策

防
犯
出
前
講
座
に
よ
る
啓
発
活
動

や
、
浜
田
警
察
署
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
た
防
犯
活
動
に
取
り
組
み
、

犯
罪
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
増
加

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

②
交
通
安
全
対
策

昨
年
発
生
し
た
4
件
の
交
通
死
亡

事
故
の
う
ち
、
2
件
は
高
齢
者
が
亡

く
な
っ
た
も
の
で
し
た
。
今
後
と
も

関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
交
通
弱
者

で
あ
る
高
齢
者
や
子
ど
も
の
交
通
安

全
対
策
を
重
点
と
し
た
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

６
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

環
境
保
全
と
快
適
な
住
環

境
づ
く
り
の
推
進

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

循
環
型
社
会
の
構
築

４
自
然
環
境
を
守
り

活
か
す
ま
ち

道
路
網
の
整
備

公
共
交
通
の
充
実

浜
田
駅
周
辺
整
備

５
生
活
基
盤
が
整
っ
た

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

障
が
い
者
福
祉
と

地
域
福
祉
の
充
実

学
校
教
育
環
境
の
充
実

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

社
会
教
育
の
推
進

歴
史・文
化
の
伝
承
と
創
造

3
夢
を
持
ち
郷
土
を
愛
す
る

人
を
育
む
ま
ち

医
療
体
制
の
充
実
と
健
康

づ
く
り・介
護
予
防
の
推
進

高
齢
者
福
祉
の
充
実

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
環
境
づ
く
り

２
健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち

防
犯
・
交
通
安
全
対
策
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①
石
州
和
紙
や
西
条
柿
な
ど
の
地
域

資
源
を
活
か
し
た
産
業
振
興

石
州
和
紙
に
つ
い
て
は
、
技
術
の

継
承
や
後
継
者
の
確
保
、
原
紙
・
加

工
品
の
販
売
促
進
、不
足
す
る「
楮
」

の
生
産
維
持
・
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。西

条
柿
は
、
整
備
し
た
灌
水
施
設

を
活
用
し
、
品
質
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に

よ
る
収
穫
量
の
増
加
を
支
援
し
ま
す
。

②
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
や

自
治
会
の
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地

域
資
源
の
活
用
の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
住
民
参
加
型
の
防
災
訓

練
を
引
き
続
き
実
施
し
、
地
域
防
災

力
の
更
な
る
向
上
を
図
り
ま
す
。

③
三
隅
発
電
所
2
号
機
建
設
に
向
け

た
取
組

引
き
続
き
、
工
事
や
物
品
・
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
地
元
事
業
者
が
活
用

さ
れ
る
よ
う
、
商
工
団
体
と
連
携
し

て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
今
後
作

業
員
の
通
勤
車
両
や
工
事
車
両
が
増

加
し
た
際
の
、
交
通
安
全
対
策
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

「
浜
田
市
行
財
政
改
革
実
施
計

画
」
及
び
「
浜
田
市
第
1
期
公
共
施

設
再
配
置
実
施
計
画
」
を
、
着
実
に

実
行
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
鳥
獣
対
策

や
草
刈
り
支
援
な
ど
に
加
え
、
中
山

間
地
域
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
お
い
て
、
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
や
全
市
的
な
防
災

情
報
機
器
の
整
備
、
効
率
的
な
地
域

公
共
交
通
の
確
立
な
ど
、
引
き
続
き

中
山
間
地
域
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
に
よ
る
地
方
創
生
の
取
組
が
継

続
し
て
進
む
中
、
総
合
振
興
計
画
及

び
総
合
戦
略
に
沿
っ
て
、
主
要
事
業

の
予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
引
き
続
き
、

浜
田
駅
周
辺
の
整
備
や
高
度
衛
生
管

理
型
荷
さ
ば
き
所
の
整
備
に
取
り
組

む
ほ
か
、
新
た
に
通
学
路
な
ど
を
対

象
と
し
た
緊
急
安
全
対
策
を
実
施
し

ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
日
本
遺
産
石

見
神
楽
保
存
・
継
承
支
援
事
業
や
学

校
給
食
費
激
変
緩
和
対
策
事
業
な
ど
、

新
た
な
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

一
方
で
、
行
財
政
改
革
実
施
計
画

に
盛
り
込
ん
だ
効
果
額
を
踏
ま
え
つ

つ
、
事
務
事
業
評
価
結
果
も
反
映
し
、

事
務
事
業
の
見
直
し
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
規

模
は
３
５
７
億
2
千
万
円
、
前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
金
額
で
30

億
1
千
万
円
の
減
、
率
に
し
て
７
・

８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
行
財
政
改
革
の
取
組
を

加
速
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
責

①
農
業
生
産
と
加
工

圃
場
整
備
事
業
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り

と
し
て
、
集
落
営
農
組
織
の
連
携
に

よ
る
新
組
織
を
設
立
し
、
農
作
業
の

効
率
化
及
び
省
力
化
を
進
め
ま
す
。

野
菜
生
産
に
つ
い
て
は
、
弥
栄
野

菜
生
産
者
協
議
会
を
中
心
に
、
有
機

野
菜
の
生
産
拡
大
や
省
力
化
に
向
け

た
共
同
調
整
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

農
産
物
の
加
工
に
つ
い
て
は
、
農

産
品
の
6
次
産
業
化
を
推
進
し
、
イ

ノ
シ
シ
肉
に
つ
い
て
は
、
獣
肉
加
工

処
理
施
設
利
用
組
合
を
中
心
に
販
路

拡
大
を
図
り
ま
す
。

②
交
流
人
口
の
拡
大

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ニ
ッ
ク
を
本
年
度

も
実
施
し
、
参
加
者
と
地
域
住
民
と

の
交
流
拡
大
や
地
元
産
品
の
販
売
促

進
に
つ
な
げ
ま
す
。

①
農
地
保
全
と
農
業
振
興

集
落
ぐ
る
み
で
守
る
べ
き
農
地
の

明
確
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

第
5
期
対
策
の
中
で
、
集
落
協
定
の

広
域
連
携
を
図
り
、
農
作
業
や
交
付

金
事
務
の
負
担
軽
減
を
推
進
し
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
る
「
坂
本
米
」
の
中
心
経
営
体
で

あ
る
農
事
組
合
法
人
の
生
産
及
び
販

売
体
制
の
確
立
を
支
援
す
る
と
と
も

①
農
業
と
観
光
の
振
興

新
開
団
地
に
新
た
に
整
備
さ
れ
る

集
出
荷
施
設
を
核
と
し
て
、
大
粒
ぶ

ど
う
の
産
地
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

産
直
市
に
出
荷
す
る
少
量
多
品
目
の

野
菜
栽
培
を
奨
励
し
、
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田

運
動
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

美
又
温
泉
と
湯
屋
温
泉
と
い
う
、

泉
質
が
違
う
二
つ
の
温
泉
を
活
か
し

な
が
ら
、
合
宿
の
誘
致
や
島
根
県
が

進
め
る
「
美
肌
観
光
」
と
連
携
し
て

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
地
域
の

活
性
化
や
産
業
振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

自
治
区
制
度
の
後
継
と
な
る
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
及
び

「
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
化
」
の
検
討
の
中
で
議
論
を
深

め
、
新
た
な
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
活

動
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
た
め
、
地

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
設
立

を
支
援
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
総
合

交
付
金
は
、
令
和
3
年
度
以
降
も
継

続
を
予
定
し
て
お
り
、
よ
り
有
効
な

活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

特
に
Ｕ
タ
ー
ン
対
策
に
力
を
入
れ

ま
す
。
定
住
相
談
員
を
中
心
に
き
め

細
や
か
な
相
談
対
応
に
努
め
、
市
内

事
業
所
へ
の
就
職
支
援
な
ど
、
ふ
る

さ
と
島
根
定
住
財
団
と
も
連
携
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

い
っ
た
ん
市
外
に
出
て
行
く
若
者

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
出
身

者
会
な
ど
の
人
材
の
新
た
な
活
用
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
就
労
な
ど

の
地
域
人
材
の
確
保
を
目
的
に
、
昨

年
12
月
に
国
で
制
定
さ
れ
た
「
特
定

地
域
づ
く
り
事
業
推
進
法
」
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

島
根
県
立
大
学
で
は
、
令
和
3
年

4
月
の
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
学
部
改
編

に
向
け
て
準
備
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

地
域
系
学
部
の
新
設
が
実
現
さ
れ

る
に
当
た
り
、
関
係
団
体
と
と
も
に

一
層
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

「
浜
田
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進

基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
一
人
ひ
と

り
の
生
き
方
や
考
え
方
を
認
め
合
い
、

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。
11
月
に
本
市
で
「
し
ま
ね
人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
契
機
に
、
さ
ら

に
人
権
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
、

地
域
や
企
業
な
ど
に
も
積
極
的
に
研

修
の
開
催
や
参
加
を
働
き
か
け
ま
す
。

②
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

「
浜
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
」
に
基
づ
き
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
が
反
映
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し

ま
す
。

「
浜
田
市
消
防
団
施
設
の
あ
り
方

検
討
会
」
で
の
検
討
結
果
に
基
づ
き
、

消
防
団
組
織
な
ど
の
充
実
を
図
り
、

常
備
消
防
と
の
連
携
強
化
に
努
め
ま

す
。救

急
体
制
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
現

場
に
居
合
わ
せ
た
市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
で
き
る
よ
う
に
、
応
急
手
当
講

習
会
を
開
催
し
、
救
命
率
の
高
い
地

域
を
目
指
し
ま
す
。

に
、
次
世
代
へ
の
事
業
承
継
に
取
り

組
み
ま
す
。

②
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

山
陽
方
面
か
ら
の
玄
関
口
と
な
る

旭
温
泉
が
島
根
県
の
「
美
肌
観
光
モ

デ
ル
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
取
り
組
む
エ

リ
ア
」
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
た
口
コ
ミ
評
価

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

島
根
県
や
関
係
市
町
と
一
緒
に

な
っ
て
、
外
務
省
、
防
衛
省
に
対
し

て
、
飛
行
訓
練
の
中
止
な
ど
の
要
望

を
行
い
ま
す
。

②
生
活
環
境
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ

く
り

家
畜
の
臭
気
対
策
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
検
討
し
ま

す
。

な
お
、
ふ
る
さ
と
体
験
村
に
つ
い

て
は
、
令
和
3
年
4
月
の
再
開
を
目

指
し
ま
す
。
本
年
4
月
頃
に
事
業
者

を
公
募
し
、
指
定
管
理
者
決
定
後
に
、

施
設
改
修
な
ど
の
予
算
を
改
め
て
議

会
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。

婚
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
4
月
か

ら
、
し
ま
ね
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
し
ま
コ
」
を
導

入
し
、
島
根
県
及
び
し
ま
ね
縁
結
び

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が

ら
、
支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

定
員
適
正
化
計
画
の
着
実
な
実
行

と
、
業
務
の
削
減
や
効
率
化
に
よ
り
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
市
有
財
産
有
効
活
用
推
進
基

金
」
を
活
用
し
、「
浜
田
市
市
有
財

産
売
却
計
画
」
に
基
づ
き
、
遊
休
財

産
の
売
却
を
進
め
ま
す
。

任
あ
る
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
実

現
し
ま
す
。

10
月
1
日
を
基
準
日
に
国
勢
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、

地
方
交
付
税
算
出
の
基
礎
デ
ー
タ
と

な
り
ま
す
。

今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
島
根
県

や
県
立
大
学
に
協
力
い
た
だ
き
、
全

国
初
の
試
み
と
し
て
、
授
業
の
一
環

で
大
学
生
に
も
調
査
員
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

調
査
期
間
中
は
、
国
勢
調
査
員
が

各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

市
長
と
し
て
2
期
目
の
折
り
返
し

を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
は
、

「
元
気
な
浜
田
づ
く
り
」
の
た
め
の

各
種
施
策
の
仕
上
げ
に
向
け
た
取
組

を
進
め
ま
す
。

な
お
、
市
政
運
営
に
お
き
ま
し
て

は
、
県
や
近
隣
市
町
と
も
連
携
を
深

め
、
多
様
化
す
る
行
政
課
題
の
解
決

に
取
り
組
み
ま
す
。

三
隅
自
治
区

行
財
政
改
革

中
山
間
地
域
対
策

令
和
2
年
度
当
初
予
算（
案
）

金
城
自
治
区

旭
自
治
区

弥
栄
自
治
区

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

定
住
環
境
づ
く
り
の
推
進

大
学
等
高
等
教
育
機
関
と

の
連
携

人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
と

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

７
協
働
に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

米
軍
機
騒
音
問
題

国
勢
調
査

終
わ
り
に

各
自
治
区
の
ま
ち
づ
く
り

中
山
間
地
域
対
策

健
全
な
市
政
運
営
に

向
け
た
取
組
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石本正「舞妓」1968（昭和43）年

▶　
１
９
５
２
年　
ヘ
ル
シ
ン
キ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　

種
目
別
跳
馬
の
表
彰
式

　
　

２
位　
竹
本
正
男
さ
ん　
３
位　
上
迫
忠
夫
さ
ん

▶　
１
９
６
４
年　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　

閉
会
式
で
肩
車
さ
れ
入
場
す
る
福
井
誠
さ
ん

ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
や
市
美
術

展
の
開
催
、
石
本
正
日
本
画
大
賞
展
、

市
文
化
協
会
に
よ
る
市
民
芸
術
文
化

祭
な
ど
、
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
を

支
援
し
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
取
り

従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
人
づ
く

り
や
課
題
解
決
に
向
け
た
主
体
的
な

「
は
ま
だ
っ
子
共
育
推
進
事
業
」

を
と
お
し
て
、
学
校
と
地
域
社
会
が
、

目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
協
働

し
な
が
ら
、
子
ど
も
も
大
人
も
共
に

高
ま
り
合
い
、
つ
な
が
り
の
あ
る
魅

力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

市
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
、
各
競
技
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、

競
技
力
の
向
上
及
び
競
技
の
普
及
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
に
策
定
し

た
「
浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
再
配

置
・
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
今
後

の
施
設
改
修
な
ど
の
内
容
、
時
期
、

費
用
な
ど
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

「
社
会
教
育
施
設
長
寿
命
化
計
画
」

の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

分
館
と
の
連
携
と
ほ
か
の
公
共
図

書
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
資
料
提

供
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
学
習
室
の
座
席
予
約
の
円

滑
化
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上

を
図
る
た
め
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の

更
新
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
移
転
す
る
旭
図
書
館
、

弥
栄
図
書
館
で
は
、
蔵
書
の
拡
充
に

向
け
た
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

高
校
と
地
域
の
協
働
体
制
で
あ
る

「
高
校
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

で
は
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程

の
実
現
や
次
代
の
担
い
手
育
成
・
確

保
、
更
に
は
地
元
へ
の
就
職
率
、
進

学
率
の
向
上
な
ど
を
目
標
に
推
進
し

ま
す
。

「
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
！
浜
田
親
子
共
育
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
学
習
機
会

の
提
供
や
、
公
民
館
な
ど
で
親
子
や

三
世
代
で
の
参
加
型
行
事
、
体
験
活

動
を
実
施
し
、
全
て
の
親
が
安
心
し

て
子
育
て
や
家
庭
教
育
に
取
り
組
め

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

貴
重
な
文
化
遺
産
の
保
護
・
継
承

と
情
報
の
収
集
、
発
信
に
努
め
ま
す
。

歴
史
・
文
化
の
保
存
、
継
承
と
、

ふ
る
さ
と
郷
育
、
市
民
や
観
光
客
の

交
流
と
い
う
役
割
を
担
う
拠
点
施
設

と
し
て
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
に
増

設
す
る
方
針
と
し
ま
す
。
具
体
的
な

展
示
、
活
用
、
運
営
な
ど
に
つ
い
て

は
、
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
3
年
度

に
か
け
て
、
歴
史
、
美
術
、
教
育
な

ど
の
専
門
家
に
よ
る
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

市
誌
編
纂
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
個
々
の
資
料
調
査
に
加
え
、
市

の
多
様
な
歴
史
文
化
を
ま
と
め
る
た

め
、
文
化
財
の
総
合
的
把
握
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
部
局
と
連
携
し
た
相
談
支
援

チ
ー
ム
に
よ
る
幼
児
教
育
施
設
へ
の

巡
回
訪
問
の
充
実
や
島
根
県
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
、
特

別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
幼
児
の
早

期
発
見
・
早
期
支
援
に
努
め
る
と
と

も
に
、
相
談
体
制
の
充
実
や
教
員
な

ど
の
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童

就
学
前
の
幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、

公
立
幼
稚
園
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
、

そ
の
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、
幼

児
期
の
教
育
と
小
学
校
教
育
の
円
滑

な
接
続
を
図
る
た
め
に
策
定
し
た
接

続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
下
、
幼
児
教
育

施
設
と
小
学
校
が
積
極
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し

て
、
教
職
員
な
ど
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

「
浜
田
市
中
学
校
部
活
動
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
持
続
可
能
な
、

令
和
元
年
度
に
、
幼
稚
園
、
小
中

学
校
の
全
て
の
普
通
教
室
へ
エ
ア
コ

ン
を
設
置
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

特
別
教
室
に
お
い
て
も
、
設
置
に
向

け
て
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
水
銀
灯
の
製
造
が
中
止
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
2
年
度
か
ら

学
校
屋
内
運
動
場
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

「
学
校
図
書
館
活
用
教
育
」
で
は
、

「
情
報
活
用
能
力
」
の
育
成
を
目
指

し
、
継
続
し
て
全
小
中
学
校
へ
学
校

司
書
な
ど
を
配
置
し
ま
す
。
児
童
生

徒
の
言
語
活
動
や
学
習
へ
の
深
ま
り

も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
層
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

次
に
、「
協
調
学
習
」
で
は
、「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実

現
に
向
け
た
授
業
改
善
の
取
組
と
し

て
、
研
修
の
継
続
や
「
指
定
校
」
で

の
推
進
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
よ

り
多
く
の
中
学
校
へ
広
が
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、「
調
べ
る
学
習
コ

ン
ク
ー
ル
」、「
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
示
範
授
業
」、「
外
国
語
・
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど
の
教
員
研

修
」、「
英
語
検
定
補
助
」
な
ど
の
取

組
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

令
和
2
年
度
は
、「
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
開
催
の
年
で
す
。
学
校
に
お
い

て
も
「
浜
田
市
の
人
物
読
本
ふ
る
さ

と
の
50
人
」
を
活
用
し
た
授
業
や
開

催
の
目
的
、
意
義
を
学
習
す
る
な
ど
、

市
民
の
機
運
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
に
お
い
て
は
新
学

習
指
導
要
領
完
全
実
施
と
な
る
年
で

あ
り
、
3
・
4
年
生
の
「
外
国
語
活

動
」、
5
・
6
年
生
の
教
科
と
し
て

の
「
外
国
語
科
」
の
授
業
や
、
全
学

年
を
対
象
と
し
た
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
完
全
実
施
に
向
け
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
各
学
校
に

お
い
て
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
の
推
進
や
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向

け
た
授
業
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進
に

つ
い
て
は
、「
浜
田
市
学
校
業
務
改

善
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
教
職
員
の

長
時
間
勤
務
の
是
正
や
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
に
取
り

組
み
、
教
育
の
質
の
向
上
に
努
め
ま

す
。小

中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

は
、
学
校
統
合
計
画
審
議
会
の
答
申

を
踏
ま
え
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
学
校
統
合
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
ま
だ
ま
だ
意
見
が
出
尽
く
し

て
お
ら
ず
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
地

域
の
皆
さ
ん
が
独
自
に
ア
ン
ケ
ー
ト

や
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
状

況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
計
画
策
定
に

向
け
、
継
続
し
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
郷
育
」
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
特
に
、「
海
洋
教
育
」
に

つ
い
て
、
令
和
元
年
度
に
モ
デ
ル
校

に
お
い
て
策
定
し
た
海
を
テ
ー
マ
や

素
材
と
し
た
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、

各
小
学
校
で
実
践
し
ま
す
。

「
教
育
の
原
点
は
、
人
権
尊
重
の

精
神
を
全
て
の
教
育
の
基
底
に
据
え

て
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
」
と
考
え

て
い
ま
す
。
大
人
や
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
人
格
や
個
性
の
違
い
を

互
い
に
認
め
合
い
、
自
尊
感
情
を
高

め
合
う
教
育
を
進
め
ま
す
。

※　
令
和
2
年
度
施
政
方
針
・
教
育

方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

生
徒
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
学
習
活

動
上
の
サ
ポ
ー
ト
や
学
校
生
活
上
の

支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
学
校

支
援
員
」
を
増
員
す
る
と
と
も
に
、

研
修
を
充
実
す
る
よ
う
重
点
的
に
予

算
配
分
を
行
い
ま
す
。

不
登
校
傾
向
及
び
不
登
校
児
童
生

徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
組
織
と

し
て
の
初
期
対
応
に
努
め
、
家
庭
へ

の
連
絡
や
家
庭
訪
問
な
ど
を
行
い
、

保
護
者
と
連
携
し
な
が
ら
解
決
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
山

び
こ
学
級
」に
お
け
る
取
組
、福
祉・

医
療
な
ど
の
関
係
機
関
や
民
間
団
体
、

県
教
育
委
員
会
な
ど
と
連
携
し
た
対

応
な
ど
、
児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
行
い
ま
す
。

望
ま
し
い
部
活
動
環
境
の
整
備
に
向

け
、
引
き
続
き
取
組
を
進
め
ま
す
。

併
せ
て
、
専
門
的
な
技
術
指
導
力

を
備
え
た
地
域
指
導
者
の
人
材
確
保

に
努
め
ま
す
。

組
み
ま
す
。

ま
た
、
石
本
正
画
伯
の
生
誕
１
０

０
年
を
記
念
し
、
7
月
か
ら
県
立
美

術
館
を
ス
タ
ー
ト
と
し
、
全
国
の
美

術
館
や
大
手
百
貨
店
な
ど
で
の
全
国

巡
回
展
を
開
催
す
る
計
画
と
し
て
お

り
、
石
本
正
画
伯
の
魅
力
と
偉
業
を

全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
石
正
美
術
館
で
の
開
催
は
、

来
年
3
月
か
ら
と
し
て
い
ま
す
。

「
浜
田
の
歴
史
読
本　
ふ
る
さ
と

浜
田
の
歩
み
」
に
つ
い
て
は
、
小
学

6
年
生
を
対
象
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
授
業
や
調
べ
学
習
、
総
合
的
な

学
習
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

学
校
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

学
び
の
機
会
の
提
供
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
学
校
協
働
活
動
な
ど
の
社
会
教

育
が
さ
ら
に
充
実
さ
れ
る
よ
う
体
制

の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

３
芸
術
文
化
の
振
興

２
社
会
教
育

４
文
化
財
の
調
査
及
び
保
存

１
学
校
教
育

教
育
方
針

学
力
向
上
総
合
対
策

特
別
支
援
教
育

就
学
前
の
幼
児
教
育

中
学
校
の
部
活
動

学
校
教
育
施
設
の
充
実

教
育
の
魅
力
化

家
庭
教
育
支
援

文
化
財

歴
史
文
化
保
存
展
示
施
設

市
誌
編
纂

公
民
館
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化

地
域
学
校
協
働
活
動

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

図
書
館

令
和
2
年
度



10広報はまだ：令和２年４月号11 広報はまだ：令和２年４月号

障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人

運
転
免
許
を

返
納
し
た
人

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
度
末
時
点
で

70
歳
以
上
と
な
る
人
（
令
和
2
年
度
は
、
昭

和
26
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

令
和
元
年
度
中
に
上
限
ま
で
購
入
し
た
人
も
、

新
た
に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

販
売
内
容

1
冊
３
０
０
０
円
分
の
乗
車
券
を
１
５
０
０

円
で
販
売
し
ま
す
。

購
入
で
き
る
冊
数

1
年
度
に
つ
き
、
1
人
10
冊
ま
で
購
入
で
き

ま
す
。

次
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
1
年
度
に

つ
き
、
1
人
15
冊
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

浜
田
自
治
区
…
長
見
町
・
佐
野
町
・
宇
津
井
町
・

治
和
町
・
津
摩
町
・
吉
地
町
・
西
村
町
・
折

居
町
・
東
平
原
町
・
鍋
石
町
・
櫟
田
原
町
・

田
橋
町
・
横
山
町
・
内
村
町
・
井
野
町
・
上

府
町・久
代
町・宇
野
町・下
有
福
町・大
金
町

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
自
治
区
…
全
域

購
入
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
自
署
の
場
合
不
要
）

②
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
な
ど
）

※　

申
請
書
は
、
各
販
売
場
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

※　
代
理
申
請
の
場
合
、
同
居
す
る
家
族
以
外

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
�
９
３
２
２

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

４月の販売場所
場所 販売日時 場所 販売日時

浜
田

市役所本庁舎１階
市民ロビー

１日㈬・２日㈭ 8:30～19:00

金
城

市役所金城支所 １日㈬以降の
開庁日 8:30～17:15

３日㈮～15日㈬
４日㈯・５日㈰も
販売します

8:30～17:15 波佐公民館 16日㈭ 9:00～10:00
小国公民館 16日㈭ 10:30～11:30

市役所本庁舎１階
総合窓口課

16日㈭以降の
開庁日 8:30～17:15 今福公民館 16日㈭ 13:30～14:30

美又公民館 17日㈮ 9:00～10:00

石見公民館 16日㈭ 13:30～15:30 久佐公民館 17日㈮ 10:30～11:30
22日㈬ 9:00～11:00

旭

市役所旭支所 １日㈬以降の
開庁日 8:30～17:15後野分館 24日㈮ 9:00～10:00

佐野分館 24日㈮ 13:30～14:30 木田公民館 ３日㈮ 9:00～10:00
宇津井分館 24日㈮ 15:00～16:00 和田公民館 ３日㈮ 10:30～11:30
細谷分館 21日㈫ 9:00～10:00 都川公民館 ３日㈮ 9:00～10:00
長見分館 21日㈫ 10:30～11:30 市木公民館 ３日㈮ 10:30～11:30

長浜公民館 20日㈪ 13:30～15:30
弥
栄
市役所弥栄支所 １日㈬以降の

開庁日 8:30～17:1527日㈪ 9:00～11:00

国府公民館 17日㈮ 9:00～11:00 市役所弥栄支所
杵束出張所

１日㈬以降の
開庁日 9:00～15:0023日㈭ 13:30～15:30

有福分館 20日㈪ 9:00～10:00

三
隅

市役所三隅支所 １日㈬以降の
開庁日 8:30～17:15宇野分館 20日㈪ 10:30～11:30

周布公民館 16日㈭ 9:00～11:00 三隅公民館

１日㈬以降の
平日の開館日 9:00～17:00

23日㈭ 9:00～11:00 三保公民館
美川公民館 22日㈬ 13:30～15:30 岡見公民館

美川東分館 28日㈫ 10:30～11:00 井野公民館
美川西分館 28日㈫ 9:00～10:00 黒沢公民館

大麻公民館 21日㈫ 13:30～15:30 白砂公民館

敬老福祉乗車券 を
販売・無料交付 します

　４月は、次の日時・場所で敬老福祉乗車券を販売します。

・市役所本庁舎総合窓口課、各支所防災自治課、弥栄支所杵束出張所、三隅公民館、三保公民館、
岡見公民館、井野公民館、黒沢公民館、白砂公民館では５月以降も販売します。

・波佐公民館、小国公民館、今福公民館では、偶数月の第３木曜日に販売します。
・美又公民館、久佐公民館では、偶数月の第３金曜日に販売します。
・４月30日㈭、５月１日㈮　午前９時～11時に、浜田医療センターで販売します。

（70歳以上の人）

５月以降の販売場所

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず
れ
か

の
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

・
療
育
手
帳
Ａ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
～
3
級

※　
人
工
透
析
患
者
・
精
神
障
害
者
通
院
交
通

費
助
成
を
受
け
て
い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

交
付
内
容

1
冊
３
０
０
０
円
分
の
乗
車
券
を
、
1
年
度

に
つ
き
、
5
冊
ま
で
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

※　
敬
老
福
祉
乗
車
券
の
交
付
を
受
け
る
人
工

透
析
患
者
で
、
通
院
距
離
が
片
道
２
㎞
以
上

の
医
療
機
関
で
人
工
透
析
療
法
（
腹
膜
透
析

を
除
く
）
を
受
け
る
場
合
は
、
通
院
距
離
に

応
じ
て
加
算
が
あ
り
ま
す
。

交
付
に
必
要
な
も
の

①
各
種
手
帳
（
原
本
）

対
象　
次
の
条
件
に
全
て
該
当
す
る
人

※　
更
新
せ
ず
に
失
効
し
た
人
の
う
ち
、
運
転

経
歴
証
明
書
を
取
得
し
た
人
も
対
象
で
す
。

・
平
成
28
年
7
月
以
降
に
全
て
の
運
転
免
許
を

自
主
返
納
又
は
失
効
し
た
人

・
運
転
免
許
返
納
又
は
失
効
時
か
ら
現
在
ま
で

引
き
続
き
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
運
転
免
許
返
納
又
は
失
効
時
に
70
歳
以
上
で

あ
っ
た
人

交
付
内
容

1
冊
３
０
０
０
円
分
の
乗
車
券
を
5
冊
無
料

で
交
付
し
ま
す
（
1
回
限
り
）。

交
付
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
自
署
の
場
合
不
要
）

②
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
な
ど
）

自
主
返
納
し
た
人
の
場
合

③
島
根
県
公
安
委
員
会
発
行
の
「
申
請
に
よ
る

運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

④
運
転
経
歴
証
明
書
、
又
は
返
納
手
続
を
し
た

後
の
運
転
免
許
証
（
穴
あ
き
）

失
効
し
た
人
の
場
合

⑤
運
転
経
歴
証
明
書

受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
4
時

交
付
場
所

・
総
合
窓
口
課

・
各
支
所
防
災
自
治
課

※　
4
月
1
日
㈬
～
15
日
㈬
は
、
本
庁
舎
1
階

市
民
ロ
ビ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

敬
老
福
祉
乗
車
券
（
１
冊
３
０
０
０
円
分
）

・
70
歳
以
上
の
人
は
１
５
０
０
円
で
購
入
で
き

ま
す
。

・
該
当
と
な
る
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

に
は
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

・
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
人
（
運
転
免
許

を
更
新
せ
ず
に
失
効
し
た
人
の
一
部
も
対
象
）

に
は
無
料
で
交
付
し
ま
す
（
１
回
限
り
）。

・
１
冊
当
た
り
、
１
０
０
円
券
×
30
枚
綴
り
と
、

５
０
０
円
券
×
6
枚
綴
り
が
あ
り
ま
す
。

利
用
で
き
る（
市
が
契
約
す
る
）公
共
交
通
機
関

・
石
見
交
通
バ
ス

・
高
速
バ
ス
（
浜
田
広
島
線
全
社
）

・
総
企
バ
ス

・
市
内
の
タ
ク
シ
ー
（
介
護
タ
ク
シ
ー
含
む
）

※　
乗
車
前
に
、
券
が
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
生
活
路
線
バ
ス
（
お
お
な
ん
バ
ス
含
む
）

・
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

・
井
野
っ
地
号

※　
Ｊ
Ｒ
（
鉄
道
）
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
期
間

購
入
日
か
ら
令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で

使
用
上
の
注
意
事
項

・
本
人
以
外
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
偽
造
・
譲
渡
・
転
売
は
禁
止
し
ま
す
。

・
払
戻
し
及
び
再
交
付
を
し
ま
せ
ん
。

左
ペ
ー
ジ
の
販
売
場
所
で
は
、

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
へ
の

無
料
交
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
交
通
学

校
支
援
係　
☎
�
９
２
０
１

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
交
通
学

校
支
援
係　
☎
�
９
２
０
１

無料交付

無料交付注意

70
歳
以
上
の
人

販　売

敬老福祉乗車券の販売場所

　
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
敬

老
福
祉
乗
車
券
」を
、
今
年
度
も
販
売・

無
料
交
付
し
ま
す
。
市
内
公
共
交
通
機

関
を
半
額
又
は
無
料
で
利
用
で
き
る
、

と
て
も
お
得
な
乗
車
券
で
す
。
買
い
物

や
通
院
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

交
付
場
所

・
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（
東
分
庁
舎
１
階
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課
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募集人員　大学１年生　２人程度
募集期間　４月１日㈬～５月15日㈮
応募資格　保護者が浜田市に住所を有する大学１年生　
　　　　　（在学中）の者で、特に学業成績が優秀であり、
　　　　　かつ、保護者の収入又は所得が市長の定め　
　　　　　る基準以下の人
支給金額　月額５万円又は４万円
　　　　　（大学所在地により変動）
支給期間　令和２年４月から在学する学校の最短修業　

　　　　年限の最終月まで　（最大４年間）

農業振興基金事業…市では「農業振興基金」を活用し、補助事業を行っています。
事業 対象 補助項目 補助金額 問合せ

農業経営体
育成支援事業

市内に農用地を有し、次のいずれ
かに該当する人
⑴　次のいずれかの経営耕地面積

があること
①水稲20ａ以上
②野菜及び果樹５ａ以上
⑵　農産物の出荷実績がある

○農業用機械等整備事業（農
業用機械・農業用施設・
かん水施設・排水施設・
防風施設などの整備費の
助成）

○販路拡大事業（専門家謝
金・デザイン委託費・デ
ザイン購入費などの助成）

経費の1/2
上限
５万円/ １事業

・農林振興課
　農業振興係

　☎�９５１０
・農林業支援セ

ンター
☎�３５００

・各支所
　産業建設課

土地利用型作
物転作推進事
業

当該年度に国の経営所得安定対策
の水田活用の直接支払交付金の助
成を受けて、大豆を耕作する人

５千円/10ａ
浜田市農業再生
協議会

☎�３５００

担い手規模拡
大支援事業

農地中間管理機構が実施する農地
中間管理事業を活用し、５ａ以上
の農用地において３年以上の存続
期間を有する利用権設定をした農
用地の借受者（借受者は経営規模
面積が１ha以上であること）

新規利用権設定
①３年以上６年未満
②６年以上

①１万円/10ａ
②２万円/10ａ ・農林振興課

　農業振興係
☎�９５１０

・各支所
　産業建設課

更新利用権設定
①３年以上６年未満
②６年以上

①５千円/10ａ
②１万円/10ａ

農産物流通改
善事業

市内で農産物の直売所などを運営
する団体、自治会など地域住民で
組織する団体又は農業者などで組
織する団体

集出荷に利用する車両の燃
料費・人件費など集出荷の
運営に必要な経費の助成

上限25万円（当
該年度の事業実
施月数に応じ月
割りとする）

農林振興課
農業振興係

☎�９５１０
補助の条件　※　地域で生産された農産物の集荷及び産直市や飲食店などの販売

先への出荷を定期的に行うこと

原木椎茸生産
振興事業

市内に在住するいわみ中央原木椎
茸生産組合員で、ＪＡから原木を
購入して椎茸を生産する農業者

市内産のほだ木の購入費 購入費の1/2以内 農林振興課
林業振興係

☎�９５１０市外産のほだ木の購入費 購入費の1/3以内

畦畔等除草省
力化促進事業

自治会など地域住民で組織する団
体又は集落営農組織など農業者で
組織する団体

畦畔等除草対策準備事業
（吹き付けを行うために必
　要となる除草剤の散布に
　要する経費）

事業費の2/3以内
上限20万円 ・農林振興課

　農業振興係
☎�９５１０

・各支所
　産業建設課

畦畔等除草対策事業
（集落単位で行う吹き付け

に要する経費）
①農用地畦畔などへの緑化施工
②道路など法面の緑化施工

①150円/㎡
②220円/㎡
上限150万円

※　農業振興基金事業については、令和２年度に終了します。

そのほかの補助事業

事業 対象 補助項目 補助金額 問合せ

農産物振興プ
ロジェクト事
業（組合せ作
物実証圃設置
事業）

組合せ作物（キャベツ・あすっこ・
アスパラガス・大豆・なす・いん
げん）を初めて栽培する人

種苗代・肥料代・農薬代・
生産資材に係る経費

上限
10万円/ １ａ

農林業支援セン
ター

☎�３５００

農作物等獣被
害防止対策事
業

農業者又は農業者で組織する団体 獣被害防止のための防護
柵・捕獲器の設置費の助成

経費の1/2
上限
防護柵５万円
捕獲器８万円

・農林振興課
　林業振興係

☎�９５１０
・各支所
　産業建設課

事業 対象 補助項目 補助金額 問合せ

認定農業者等
育成支援事業

市内の認定農業者及び集落営農組
織（法人含む）で、５年以内に現
状から２割以上の生産量増加又は
規模拡大を図ることが見込まれる
もの
※　事業採択については、農業経

営改善計画書などを作成の上、
関係機関で構成する審査会を経
て決定します。

農業用機械等整備事業
（農業生産に伴う機械など

の整備支援）

経費の1/3以内
上限
200万円/１農業者 農林業支援セン

ター
☎�３５００販売力等強化事業

（農業に資する新商品の開
発及び販売に要する支援）

経費の1/2以内
上限
10万円/１農業者

申請期限　４月１日㈬～24日㈮

新規就農者等
育成支援事業

次のいずれかに該当すること
⑴　青年等の就農促進のための資

金の貸付け等に関する特別措置
法の認定者のうち、農業経営を
開始して５年以内であるもの

⑵　認定就農者のうち、農業経営
を開始して５年以内であるもの

⑶　新規就農者等育成確保推進事
業費補助金交付要綱の規定によ
り、市長の認定を受けた者のう
ち、農業経営を開始して３年以
内であるもの

⑷　⑴から⑶の規定によらず農業
経営を開始したものの内、５年
後の農業所得が180万円以上と
なることが見込まれるもの

⑸　３人以上農業者で組織する団
体そのほか市長が適当と認める
もの

※　事業採択については、農業経
営改善計画書などを作成の上、
関係機関で構成する審査会を経
て決定します。

農業用機械等整備事業
（農業生産に伴う機械など

の整備支援）

・対象⑴～⑶に
該当するもの

経費の1/2以内
上限
200万円/１農業者

・対象⑷⑸に該
当するもの

経費の1/3以内
上限
200万円/１農業者

農林業支援セン
ター

☎�３５００

販売力等強化事業
（農業に資する新商品の開

発及び販売に要する支援）

経費の1/2以内
上限
20万円/１農業者

申請期限　４月１日㈬～24日㈮

ふるさと農業
研修生育成事
業

就農に対し意欲があり、次の全て
に該当する人
①研修開始時に65歳未満である
②研修開始時に浜田市内に住所を

有している（ＵＩターン可）
③普通自動車運転免許（ＡＴ限定

は不可）を有している
④研修終了後、浜田市内で就農す

る意欲がある

研修期間（６か月～12か月）
の研修手当及び住宅手当

研修手当
　月額15万円
住宅手当
　家賃の1/2
　上限２万円

農林業支援セン
ター

☎�３５００

農業関係の補助制度を活用してください

浜田市出身の坂根正弘さん（㈱小松製作所
顧問）からのご寄附を原資とした、「坂根正
弘奨学金」の令和２年度奨学生（第７期生）
を募集します。

この奨学金制度は、優れた学力を有し、高
い志を持って大学で勉学に励もうとする学生
に対して奨学金を給付することにより、将来
の科学技術や医学の進歩、経済の発展などに
貢献しうる人材を育成・支援することを目的
としています。

問合せ　まちづくり推進課地域づくり推進係　☎�９２０１

坂根正弘奨学金の奨学生を募集します令和２年度
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犬の登録受付と狂犬病予防集合注射を実施します

犬の登録と狂犬病予防集合注射日程表

対象
　浜田市で登録されている犬、又は浜田市に住民票がある人の飼い犬

持参するもの
既に犬の登録をしている場合
・予防注射料金１頭3,050円（注射料金2,500円・注射済票交付手数料550円）
　※　注射料金は、令和元年10月からの消費税率引上げに伴い改定しました。
・令和２年度狂犬病予防集合注射のお知らせハガキ
　※　既に登録のある人には、お知らせハガキを郵送します。
新規登録の場合
・１頭6,050円（登録手数料3,000円・予防注射料金3,050円）

問合せ
環境課くらしと環境係
☎�９４２０

　なお、ビニール袋などのフン処理用具を必ず持参してください。

注意事項
・郵送したお知らせハガキを持っている人から優先的に注射します。
・当日の交通事情などにより、予定時間からずれて到着する場合があります。
・犬が高齢・妊娠中・投薬中・１か月以内にほかのワクチンを接種・病気や

体調不良の場合は、動物病院を受診してください。
・会場で受けることができない場合は、動物病院で注射を受けてください。

登録もできます。ただし、手数料が加算される場合があります。
・生後９0日以下の犬は、注射を受けられません。

飼い主へのお願い
・飼い主もしくは犬を制御できる人が同行してください。
・注射を受けるときは、飼い主が飼い犬の体をしっかり固定してください。

市職員が犬を固定することはしません。
・ケガなどの防止のため、長袖・長ズボンなどの安全面を考慮した服装で
　お越しください。
・犬には必ずリードをつけ、逃走防止に努めましょう。

【浜　田】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

14
日
㈫

上内田バス停付近 8:50～　8:55

16
日
㈭

長浜商港バス停付近 10:55～11:00

17
日
㈮

国府公民館前 10:05～10:10
美川公民館駐車場 ９:00～　９:10 長浜公民館 11:05～11:10 国分尼寺跡前 10:15～10:20
下鍋石バス停付近 ９:20～　９:25 浜田商業高校上り口付近 11:15～11:20 ブルーコーンズ前 10:25～10:30
石見公民館長見分館入り口付近 14:20～14:25 熱田５町内集会所 11:25～11:30 国府公民館有福分館 10:40～10:45
石見公民館細谷分館 14:45～14:50 汐入県職員住宅前 11:35～11:40 姉金　千代延様宅付近 10:50～10:55

15
日
㈬

牛谷バス停付近 ９:00～　９:05 笠柄児童公園 11:45～11:50 宇野簡易郵便局付近 11:00～11:05
美川公民館西分館前 ９:10～　９:15 青川陸橋下駐車場付近 11:55～12:00 上府自治公民館 11:10～11:15
櫟田原公民館前 ９:25～　９:30 瀬戸ケ島町高森英明様宅前 12:05～12:10 上府町市尻酒店付近 11:20～11:25

16
日
㈭

大麻公民館前 ９:00～　９:05 浜田保健所 12:15～12:25 竹迫団地公園前（４町内）11:35～11:40
西村インター口浜田市街寄り待避所 ９:10～　９:15

17
日
㈮

ラ・ペアーレ浜田 8:35～　8:45 野原町２公民館前 11:45～11:50
門田公民館 ９:20～　９:25 JAしまねいわみ中央福祉センター

(旧JAしまね長沢事業所) 8:50～　8:55　 野原町１公民館下駐車場 11:55～12:00
吉地集会所 ９:30～　９:35 19

日
㈰

市役所東分庁舎前駐車場 9:30～11:30周布１町内公民館 ９:40～　９:45 生湯町海水浴場休憩所付近 ９:10～　９:15
周布公民館 10:00～10:10 二反田団地集会所前 ９:20～　９:25
ＪＦしまね津摩出張所 10:25～10:30 服部タイヨー長澤店駐車場 ９:30～　９:35 21

日
㈫

旧後野小学校下 8:50～　8:55
日脚公民館児童館 10:35～10:40 ヒルズガーデン神在入り口 ９:40～　９:45 両間口バス停付近 ９:00～　９:05
日脚児童公園付近（大久保団地内）10:45～10:50 下府公民館前 ９:55～10:00 旧佐野小学校 ９:10～　９:15

【弥　栄】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

14
日
㈫

野坂　前山章男様宅前 ９:35～　９:40
14
日
㈫

大坪バス停留所前 11:25～11:30
14
日
㈫

市役所弥栄支所 12:15～12:20
西の郷ライスセンター前 ９:45～　９:50 旧美里無人市前（小角） 11:35～11:40 西河内　山﨑昭三様宅前 13:30～13:35
杵束公民館前 ９:55～10:05 稲代集会所 11:45～11:50 日高集会所 13:40～13:45
熊の山　斎藤繁美様宅前 10:35～10:40 六歩谷集会所 11:55～12:00 小坂公民館 14:00～14:05
上田野原集会所 11:00～11:05 高坂谷　小松原忠雄様宅付近 12:05～12:10

【三　隅】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

15
日
㈬

ひゃこるバス周布地停留所付近 ９:40～　９:45

15
日
㈬

岡見公民館 11:25～11:35

15
日
㈬

芦谷集会所前 14:00～14:05
市場集会所前 ９:50～　９:55 古湊漁村センター 12:45～12:50 みのり会館前 14:10～14:15
井川集会所 10:05～10:15 三保公民館 12:55～13:05 上今明神明宮下 14:20～14:25
河野建設㈱向側広場 10:25～10:30 谷集会所 13:10～13:20 下室谷集会所前 14:35～14:40
河内橋上待避所 10:40～10:50 海石集会所 13:25～13:35 東平原上集会所前 14:45～14:50
㈲杖田農機店グリーンショップ横 11:00～11:10 市役所三隅支所 13:40～13:50 白砂公民館 14:55～15:00
矢富石油店岡見給油所裏駐車場 11:15～11:20

【金　城】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

20
日
㈪

小笹集会所 ９:00～　９:05

20
日
㈪

浄光寺谷バス停付近 11:20～11:25
20
日
㈪

入野集会所 14:20～14:25
伊木集会所 ９:10～　９:15 新生集会所 11:30～11:35 越沢集会所 14:30～14:35
下ノ原　鍛冶畑様宅入り口付近 ９:25～　９:30 久佐公民館 11:40～11:45 大元集会所 14:45～14:50
かたらいの家前 ９:35～　９:40 下久佐集会所 11:50～11:55 福原集会所 14:55～15:00
深笹上集会所 ９:55～10:00 上長屋集会所 12:00～12:05

21
日
㈫

下長屋集会所前 ９:20～　９:25
波佐公民館 10:10～10:15 上組集会所 12:10～12:15 ふれあい会館裏(県道側) ９:30～　９:40
亀谷原　榎一夫様宅前 10:30～10:35 新開集会所 12:25～12:30 美又口　渡辺様宅横 ９:45～　９:50
浄蓮寺下 10:40～10:45 今田よりあい会館 13:40～13:50 久佐川生活改善センター付近 ９:55～10:00
旧JA小国事業所前 10:55～11:00 金田会館 13:55～14:00
上徳田バス停付近 11:05～11:10 小松木口 14:05～14:10

【　旭　】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

21
日
㈫

丸原センター 10:05～10:10
21
日
㈫

市木生活改善センター 11:35～11:40
21
日
㈫

和田生活改善センター 12:20～12:25
坂本構造改善センター 10:30～10:35 戸川生活改善センター 11:50～11:55 市役所旭支所 13:20～13:35
谷神社付近 10:45～10:50 本郷バス停留所付近 12:00～12:05 木田生活改善センター 13:45～13:50
都川高齢者活動促進センター 11:10～11:15 重富生活改善センター 12:10～12:15 山ノ内生活改善センター 13:55～14:00

　犬の飼い主には、生後９1日以上の飼い犬に生涯１回の登録と狂
犬病予防注射を毎年受けさせることが法律で定められています。
　市では、各地域で新規登録の受付と狂犬病予防集合注射を実施
します。前年度とは変更になっている会場もありますので、日程
表を確認の上、お越しください。なお、どの会場でも注射・登録
ができます。また、当日は雨天でも実施します。

犬の狂犬病予防注射を
受けましょう
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　４月１日の機構（太字は、変更のある部署）

部　名 所属課名と主な変更内容

総務部 総務課・防災安全課・人事課・行財政改革推進課・財政課・契約管理課

地域政策部

政策企画課（地域情報係）・定住関係人口推進課（移住定住係・関係人口係）・
まちづくり推進課・人権同和教育啓発センター・関連施設支援室

健康福祉部 地域福祉課・健康医療対策課・波佐診療所・あさひ診療所・弥栄診療所・大麻診療所・
子育て支援課

市民生活部 保険年金課・総合窓口課・環境課・不燃ごみ処理場・浜田浄苑・税務課・資産税課

産業経済部

商工労働課・三隅発電所対策室・産業振興課・ふるさと寄附推進室・広島事務所・
農林振興課・水産振興課・観光交流課

都市建設部

建設企画課・検査室・建設整備課・地籍調査課・維持管理課（長寿命化推進係）・
建築住宅課

金城支所・旭支所
弥栄支所・三隅支所 防災自治課・市民福祉課・産業建設課　※杵束出張所（弥栄支所）

そのほか 市長公室・会計課・議会事務局・選挙管理委員会・農業委員会・監査委員事務局・
公平委員会

教育部

教育総務課・学校教育課・学力向上推進室・生涯学習課・文化振興課・人権同和教育室・
金城分室・旭分室・弥栄分室・三隅分室

消防本部 総務課・予防課・警防課・通信指令課・浜田消防署・東部消防署・西部消防署

上下水道部 管理課・工務課・下水道課

※　全ての係名を記載した機構図は、４月以降に市ホームページへ掲載します。ホームページが閲覧できない人で、
全体の機構図を希望する人は、行財政改革推進課までお問い合わせください。

４月から、下表のとおり行政組織の一部を変更します。
変更する部署については、太字で記載し、それぞれ主な変更内容を記載しています。

主な変更内容
⑴政策企画課に「地域情報係」を新設し、企画係から地域情報化業務を移管する。
⑵「定住関係人口推進課」を新設し、政策企画課から「移住定住係」を移管するととも

に、関係人口の創出・拡大に向けた体制強化のため「関係人口係」を新設する。

主な変更内容
⑴「開府400年推進室」を廃止する。

主な変更内容
⑴「教育施設再編推進室」を廃止する。

主な変更内容
⑴建設整備課「災害復旧係」を廃止する。
⑵維持管理課「公園係」を「長寿命化推進係」に名称変更する。

※　公園に関することは、引き続き「長寿命化推進係」が担当します。

問合せ
　行財政改革推進課行革推進係　☎�９１０１

ばい煙などの測定結果

項　目
測定結果

排出基準 自主規制値R1.7.17 R1.7.17 R2.1.15 R2.1.15
１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

ば
い
煙

ばいじん　　　（g/㎥N） 0.004未満 0.004未満 0.005未満 0.004未満 0.08 0.01
硫黄酸化物　　（㎥N/h） 0.011未満 0.009未満 0.011未満 0.010未満 74.9（注1） 0.2
窒素酸化物　　　（ppm） 30 25 25 24 250 50
塩化水素　　（mg/㎥N） 1未満 1未満 13 3 700 70

排ガス中ダイオキシン類
（ng-TEQ/㎥ N） 0.000057 0.00053 0.00041 0.000037 1 0.01

集じん灰中ダイオキシン類
（ng-TEQ/g）

R1.7.17
－ 3 －1.8

スラグ・メタル中ダイオキシン類
（ng-TEQ/g）

R1.7.17
0.0026

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。
（注1）硫黄酸化物の排出基準は測定時の条件により変わるため、代表的な値を掲載しています。

令和元年度の測定は、表の項目の
ほか、騒音・振動・悪臭についても
実施しましたが、結果は全て基準を
下回っていました。

今後も、引き続き周辺環境に配慮
した施設運営に取り組みます。

周辺環境測定結果（大気質）（令和元年7月17日～23日、７日間連続測定）
調査地点 項目 区分 測定結果 監視基準

（環境基準）

県道300号
（跡市波子停
車場線）
最大着地濃度
地点付近

二酸化窒素
（ppm） 日平均値の最大値 0.001 0.04～ 

0.06以下
二酸化硫黄

（ppm）
日平均値の最大値 0.006 0.04以下
１時間値の最大値 0.009 0.1以下

浮遊粒子状物質
（mg/㎥）

日平均値の最大値 0.025 0.1以下
１時間値の最大値 0.051 0.2以下

塩化水素
（ppm）

平均値 ND 0.02以下最大値 ND
ダイオキシン類
（pg-TEQ/㎥） 平均値 0.0076 0.6以下

※　「ND」とは、定量下限値（0.002ppm）未満のことです。

広域圏だより 浜田地区広域行政組合浜田市・江津市

問合せ　エコクリーンセンター
（浜田地区広域行政組合総務課業務係）
　☎０８５５�５０８１

高齢者の社会参加及び健康維持の意欲の向上を目的に、日帰り入浴施設で利用できる敬老入浴券を
贈呈します。今年度から、利用対象者に同行する人も利用することができるようにしました。

▪令和２年１月１日現在、浜田市に住民票があり70歳
以上の介護保険被保険者

▪令和元年中の介護保険料に滞納がなく、介護サービ
スを受けていない人

日帰り入浴施設を６回利用できる敬老入浴券を、４
月中に、該当する人へ郵送します。

贈呈する人（条件を全て満たす人）

日帰り入浴施設６回分

利用できる施設（順不同）

利用できる人

▪国民宿舎千畳苑　▪美又温泉国民保養センター
▪リフレパークきんたの里　▪美又温泉会館
▪子安華湯館　▪かめや旅館　▪旭温泉しろつの荘
▪旭温泉かくれの里ゆかり　▪ホテル川隅
▪旭温泉あさひ荘　▪コワ温泉
▪有福温泉外湯（御前湯・さつき湯・やよい湯）

▪本人
▪利用対象者に同行する人（１人に限る）
※　同行する人が入浴する場合、本人同様に敬老入浴

券を１枚ご使用ください。

問合せ
　健康医療対策課高齢者福祉係　☎�９３２０

浜田市行政組織 の一部が

　　変わります

敬老入浴券　を　贈呈　します ４月１日
同行する人も利用できます

エコクリーンセンター　各種測定結果
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浜田亀山ライオンズクラブから、子育て
支援センターに長机などが寄贈されまし
た（２月14日）

島根あさひ社会復帰促進センター・島根
県立大学・浜田市の共同開発で、お食い
初め用ギフトが完成しました（２月17日）

インバウンドセミナー「浜田×邑南　食を
活かしたツーリズムの可能性」に出席し
ました（２月17日）

協働のまちづくりフォーラムを開催しま
した（２月11日）

浜田地区保護司会浜田分区更生保護三団
体合同研修会に出席しました（２月11日）

下府自治会で浜田開府400年祭などにつ
いて講演しました（２月８日）

浜田商工会議所・石央商工会意見交換会
に出席しました（２月４日）北前船寄港地フォー

ラムin鹿児島に出席

しました（２月２日
）

《日本遺産認定記念》石見の舞い「神降臨
祭」～石見に受け継がれる神楽の文化～
に出席しました（２月23日）

KENDAI縁結びフォーラムに出席しまし
た（２月20日）

浜田市のメダリスト展を、市役所本庁舎市民ロビーで開催しました（２月25日）【９月７日まで展示中です】

浅見治輝さんを浜田市地域おこし協力隊
に委嘱しました（２月５日）

利用促進補助金を

ご利用ください

平成31年４月１日から令和２年３月31日までの搭乗分の萩・石見空港利用促進補助金の申請は、
４月30日㈭が期限です。補助金申請の締切りに伴い、以下のとおり延長・休日窓口を開設します。

・身分証明書（住所・氏名・生年月日がわかるもの）
・ご搭乗案内（ピンク色の券）
※　往復分の搭乗券又は搭乗証明書の写しでも可。
・印鑑
・萩・石見空港サポーター企業に所属する人は、企

業名がわかるもの（在職証明書、保険証など）

※　対象となる人、申請に必要なものは、令和２年度と同じです。

補助金申請は
４月30日まで

問合せ
　商工労働課商工政策係
　☎�９５０１

令和２年度　補助金概要

令和元年度分　補助金申請　の　延長・休日窓口　を　開設

萩・石見空港の利用促進にご協力いただきありがとうございます。
令和２年度は、引き続き多くの皆さんに萩・石見空港を利用していただくため、補助金額を

見直しました。今後とも、萩・石見空港のご利用をよろしくお願いします。

▪補助金額（令和２年度）　次の金額相当の浜田市共通商品券をお渡しします。

▪対象となる人 ▪申請に必要なもの

▪開設日時・場所

※　片道利用の場合の補助は半額です。

・浜田市在住で、令和２年４月１日から令和３年
３月31日までの間に萩・石見空港（東京線・定
期便）を利用した人

・浜田市に在住する保護者と生計を同一にする、
浜田市以外に在住する大学生・専門学校生。

日時 場所（市役所本庁舎）
４月26日㈰　休日窓口　午前８時30分～正午 １階　市民ロビー
　　27日㈪　延長窓口　午後５時15分～７時 ４階　商工労働課
　　28日㈫　延長窓口　午後５時15分～７時 ４階　商工労働課
　　2９日㈷　休日窓口　午前８時30分～正午 １階　市民ロビー
　　30日㈭　延長窓口　午後５時15分～７時 ４階　商工労働課

・満65歳未満の人　…………………………　3,000円（往復）
・満65歳以上の人　…………………………　5,000円（往復）
・萩・石見空港サポーター企業に所属する人　…　5,000円（往復）

※　夜間・休日は地階入り口を利用してください。

萩・石見空港

MOA美術館
全国児童作品展

絵画の部
公募日本習字展
硬筆・ペン部門

岡本楓花さん
（原井小学校１年生）

新留貫太さん
（原井小学校６年生）

文部科学大臣賞観峰大賞

岡本楓花さん新留貫太さん

全国で活躍おめでとうございます
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♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

広報はまだ：令和２年４月号21

♥Town Topics ま ち の 　 わ だ い

広報はまだ：令和２年４月号

熱心に聞き入る参加者

下村さんの話を熱心に聞く参加者たち

完成した巻き寿司をみんなで持ち上げました

参加者全員で記念撮影

　２月23日㈷、健康体操＆みんなで長巻き寿司作りに挑戦が、三
隅公民館で開催され、約50人が参加しました。これは、健康づ
くりの意識向上を図りながら、大人と子どもが一緒になって、一
日を楽しく過ごしてもらおうと、三隅地区まちづくり推進協議
会が企画したものです。当日は、社会福祉協議会の職員が講師
となって手遊びを交えた頭の体操などで体を動かした後、食生
活改善推進協議会三隅支部の人に手伝ってもらいながら、長さ
12.75ｍにおよぶ巻き寿司を作りました。参加した児童は「長巻
き寿司作りが面白かった」とうれしそうに話していました。

　２月23日㈷、老人福祉センターで「弥栄の歴史・宝を知ろう」
が開催されました。これは、地域の人たちに弥栄の歴史につい
て関心をもってもらうために、杵束公民館が企画したものです。
　当日は、浜田市ふるさと歴史紀行主宰下村明雄さんを講師に
招き、杵束郷の始まりや永安家や木束城などの話を聞きました。
下村さんは「地元地域に何があるのか、あるもので歴史を作っ
ていくことが楽しい。身近なところに宝はある。どんな見方が
あるのか、どういう見方をしたら面白いと感じられるか考える
のも文化」と話されました。

　２月23日㈷、幻の広浜鉄道ウォーキング大会が開催されまし
た。これは、広浜鉄道今福線の魅力を広めようと、今福公民館
が企画したものです。ウォーキングは、公民館を発着として約
5.5㎞を巡るコースで、県内外から約230人が参加しました。途
中、全長1.6㎞の下長屋トンネルを通ったり、全国ではここだ
けでしか見られない旧線と新線が交わる部分を見たりと、自然
豊かな春の息吹を感じながら今福を散策しました。
　参加者は、「ガイドの説明が解りやすかった。楽しい説明だっ
た」と話していました。

県立大学生の論文発表

米麹と塩を混ぜ合わせる参加者たち

浜田東中の吹奏楽演奏

ひな祭りを楽しむ参加者

　２月23日㈷、かなぎシェアハウス成果報告会が、金城支所で
開催され、約80人が参加しました。これは、かなぎシェアハウ
スで生活をしている大学生が、中山間地域の買い物環境をまと
めた卒業論文の発表と、地域への感謝を伝えるために企画した
ものです。大学生からは、金城町内の住民アンケートなどで得
られた買い物環境の実態と、その結果に基づき考えられる支援
策の提案がありました。また、パネルディスカッションでは、地
域での買い物支援の取組などの発表があり、地域づくりについ
て意見交換を行いました。

　２月23日㈷、芸能文化祭が国府公民館で行われました。
　これは、国府公民館のサークル活動や公民館に関わりのある
団体が、日頃の練習の成果を発表する場として、国府公民館が
毎年開催しているものです。当日は、17団体が参加し、神楽や
吹奏楽をはじめ、歌や踊り、銭太鼓などが披露されました。
　また、豚汁の振る舞いや地域の皆さんが作ったお菓子、雑貨、
野菜などの販売も行われました。
　参加者は、「子どもが音楽が好きなので、芸能文化祭で音楽に
触れることができて良かった」と話していました。

　２月22日㈯、手作りの味噌作り体験が弥栄会館で開催されま
した。これは、味噌作り体験をとおして、味噌を作る文化の伝
承と食について関心をもってもらうために、きんさいむら弥栄
協議会が企画したものです。当日は、やさか共同農場の佐藤富
子さんを講師に招き、市販の味噌は殺菌処理されたものが多く、
殺菌されると酵素などの成分が失われることなどを学びました。
　その後、弥栄町の米から作った米麹や深層海水塩、国産大豆
を材料に味噌を作りました。参加者たちは、自分たちの「手前
味噌」ができるのを楽しみに仕込みました。

　２月16日㈰美又公民館で、26日㈬波佐公民館で、ひな祭り交
流会が開催されました。美又公民館では、ゲームやマジックを
楽しみ、参加者全員でさくら餅を作って食べました。
　波佐公民館では、保育園児の遊戯や神楽の恵比須を見たり、み
んなで歌を歌い交流会を楽しみました。昼食は、おひな様の前
で、松梅扇の形で押した寿司入りの手作り弁当を食べ、春の訪
れを感じました。
　参加者は、「見たことのない人形もたくさんあり、ひな人形の
概念が変わった」と話していました。

　２月24日(振)、和田地区行政懇談会及び和田地区防災学習会
が、和田公民館で開催されました。これは、旭自治区長などを
迎えて、自治区制度の経緯、今後の支所機能、コミュニティセ
ンター化について話を聞こうと、和田地区まちづくり推進委員
会と和田公民館が企画したものです。また、地域交通について
も意見交換をしました。
　防災学習会では、防災をみんなで一緒に考えるグループワー
キングのＹＥＳ・NOゲームなどを楽しみながら学び、防災に
対する関心、個々のスキルアップを図りました。

♥Town Topics

地域の身近な課題を学ぶ
～　和田地区行政懇談会及び和田地区防災学習会　～

あさひ

歴史を創ろう・宝を作ろう
～　弥栄の歴史・宝を知ろう　～

やさか

みんなで一緒に元気になることをしよう
～　健康体操＆みんなで長巻き寿司作りに挑戦　～

みすみ

幻の広浜鉄道今福線を散策
～　幻の広浜鉄道ウォーキング大会　～

かなぎ

地域での買い物環境について考える
～　かなぎシェアハウス成果報告会　　～

かなぎ

味噌を作ろう
～　手作りの味噌作り体験　～

やさか

日頃の練習の成果を発表
～　芸能文化祭　～

はまだ

320体の長浜人形に感銘
～　美又ひな祭り交流会・波佐ひな祭り交流会　～

かなぎ
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♥Town Topics

広報はまだ：令和２年４月号23 広報はまだ：令和２年４月号

まちのわだい
安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

パンケーキ作りに挑戦する子どもたち

歌を歌ったり鬼に豆をぶつけたりする

昭和58年豪雨災害時の被災箇所を確認中

緊迫した攻防を繰り広げる

　２月８日㈯、ロシア料理&多文化共生講座が、周布公民館で
行われ、18人が参加しました。これは、外国人の文化と伝統を
理解し、外国人との共生を行うことを目的に、県と浜田国際交
流協会が企画したものです。県の国際交流員に教えてもらいな
がら、鶏肉や野菜を切って煮込み、焼いた卵に煮込んだ具材を
巻いて、ブリヌイというクレープに似たロシア風のパンケーキ
を作りました。その後、多文化共生についての話を聞きました。
参加者は、「楽しかった、帰ってお母さんに作ってあげたい」と
話していました。

　２月２日㈰、「我が自治会　気になるところ観察　踏査」と題
した防災危険箇所点検が、井野地区で行われました。
　まちづくり推進委員会ＩＮＯでは、井野地区全体の地域防災
力を上げるための活動に取り組んでおり、この企画はＮＰＯ法
人ぼうぼうネットの協力を得て実施したものです。
　参加した住民は、昭和58年豪雨災害の記憶を思い出しながら、
災害時に土砂や流水によって、どの道が通れなくなったかなど
を再確認しました。この取組を次回のワークショップに活

い

かし、
実効性のある災害対策を行っていきます。

　１月28日㈫、節分交流会「おにさんバイバイ」が、浜田公民
館で行われました。これは、伝統行事である節分を地域の人と
一緒に楽しむことを目的に、毎年開催しているものです。
　交流会では、鬼のパンツや豆まきの歌を歌ったり、歌に合わ
せて踊ったりしました。続いて、広告紙を丸めた玉を豆に見立
て、鬼の絵が描かれた段ボールに向けて投げました。その後、石
見神楽の鬼が登場すると、驚いて泣き出す子どももいましたが、
お手玉を投げて鬼退治をしました。参加者は、「怖かったけど、
鬼に豆をぶつけて楽しかった」と話していました。

　１月25日㈯・26日㈰、島根県雪合戦大会が、旭公園体育館で
開催されました。昨年に続き、雪不足のため体育館での開催と
なりましたが、県内外から41チームが参加し、チャンピオンズ・
レディース・フレンドリー・ジュニアの４部門に分かれて、戦
いが繰り広げられました。
　選手は、チーム戦略や技術を駆使して、室内用の公式球を投
げ合い、勝利を目指しました。会場内では、大きな歓声や声援
も起こり、熱い戦いを盛り上げました。浜田市から参加したチー
ムは、全ての部門で決勝戦に進出し、大健闘しました。

ロシア料理に挑戦
～　ロシア料理＆多文化共生講座　～

はまだ

みんなで鬼退治
～　節分交流会「おにさんバイバイ」　～

はまだ

自分たちの身は自分たちで守る
～　我が自治会　気になるところ観察　踏査　～

みすみ

夏より熱い戦い
～　島根県雪合戦大会　～

あさひ

安
全
安
心

　
昨
年
中
、
浜
田
市
内
で
は
４
人
が

交
通
事
故
に
よ
り
、
亡
く
な
り
ま
し

た
。
交
通
事
故
は
、
い
つ
起
こ
し
て

し
ま
う
か
、
い
つ
遭
っ
て
し
ま
う
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
本
運
動
を
と
お
し
て
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交

通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
期
間
及
び
一
斉
行
動
の
日

４
月
６
日
㈪
～
15
日
㈬

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

期
間　
４
月
６
日
㈪
～
15
日
㈬

一
斉
行
動
日　
４
月
６
日
㈪

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　
４
月
10
日
㈮

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
啓
発
の
日

　
４
月
13
日
㈪

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
の
確
保

②
高
齢
運
転
者
な
ど
の
安
全
運
転
の

励
行

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特

に
、「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

の
遵
守
）

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
ア
ラ
イ
グ

マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
運
動
能
力
は
人

間
を
は
る
か
に
超
え
ま
す
。
遭
遇
し

た
場
合
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、
山

林
や
渓
流
な
ど
の
出
没
が
予
想
さ
れ

る
場
所
で
は
、
ク
マ
に
出
会
わ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る

・
ク
マ
が
生
息
し
て
い
る
可
能
性
の

あ
る
と
こ
ろ
で
活
動
す
る
場
合
、

人
間
の
存
在
を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
除
け
の
鈴
や

携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
、
音
の
出
る
も

の
を
身
に
付
け
る
の
が
一
般
的
で
す
。

・
天
候
の
悪
い
日
や
川
の
周
り
で
は
、

水
の
音
や
視
界
の
暗
さ
か
ら
、
人

も
ク
マ
も
お
互
い
に
気
付
き
に
く

く
な
り
ま
す
。
見
通
し
の
悪
い
場

所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
さ
ら
に
視
界

が
悪
い
上
、
ク
マ
の
行
動
時
間
と

重
な
り
ま
す
。
外
出
す
る
と
き
は

特
に
周
囲
に
気
を
付
け
、
音
の
出

る
も
の
を
必
ず
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

・
逃
げ
る
も
の
を
反
射
的
に
追
い
か

け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
背
中
を

見
せ
な
い
よ
う
に
後
ず
さ
り
で
離

れ
ま
し
ょ
う
。

・
持
っ
て
い
る
荷
物
を
一
つ
ず
つ
置

い
て
い
き
、
興
味
を
そ
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

・
襲
っ
て
き
た
と
き
は
、
首
の
後
ろ

で
手
を
組
み
、
う
つ
伏
せ
で
丸
く

な
り
、
去
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

※　
子
グ
マ
を
見
か
け
た
場
合
、
近

く
に
親
グ
マ
が
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
子
連
れ
の
親
グ
マ
は
特

に
危
険
で
す
の
で
、
速
や
か
に
そ

の
場
を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
被
害
は
、

浜
田
市
で
は
柿
と
蜂
蜜
に
特
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
な

い
た
め
に
、
適
切
な
処
置
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

・
果
樹
や
蜜
蜂
の
巣
箱
の
防
護
に
は

電
気
柵
が
有
効
で
す
。
農
機
具
店

に
相
談
す
る
な
ど
、
防
護
策
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

・
長
年
採
取
し
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
柿
や
栗
の
木
は
、
伐
採
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

・
に
お
い
が
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
ま
す
。

残
飯
な
ど
を
屋
外
に
放
置
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
落
下
果
樹
も
適
正
な
処
分
を
し
ま

し
ょ
う
。

ク
マ
を
有
害
捕
獲
す
る
場
合

　
行
動
が
危
険
と
判
断
さ
れ
る
ク
マ

な
ど
は
、
捕
獲
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
危
険
度
の
判
断
や
捕
獲
の
手
続

の
た
め
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
情

報
は
大
変
重
要
で
す
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
を
目
撃
し
た
り
、
被
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
頭
数
や
大
き
さ
な
ど
の

特
徴
、
逃
げ
た
方
向
な
ど
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ア
ラ
イ
グ
マ

　
近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目
撃
や
農

作
物
被
害
の
報
告
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
は
危
険
で
す

・
家
屋
に
侵
入
し
、
天
井
裏
で
生
活

し
ま
す
（
糞
尿
に
よ
り
天
井
に
シ

ミ
が
で
き
ま
す
）。

・
狂
犬
病
や
ア
ラ
イ
グ
マ
回
虫
な
ど
、

人
に
感
染
す
る
病
原
体
を
持
っ
て

い
ま
す
。

・
性
格
が
凶
暴
で
ペ
ッ
ト
や
家
畜
を

襲
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
も
と
も
と
日
本
に
い
た
野
生
動
物

と
競
合
し
、
生
息
地
を
奪
い
ま
す
。

・
何
で
も
食
べ
、
農
作
物
（
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
・
ブ
ド
ウ
・
カ
キ
・
ス
イ

カ
な
ど
）
を
食
べ
荒
ら
し
ま
す
。

・
カ
エ
ル
・
イ
モ
リ
な
ど
を
捕
ま
え

る
た
め
田
ん
ぼ
に
入
り
、
稲
を
踏

み
倒
し
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
特
徴

・
尾
が
し
ま
模
様

・
指
が
5
本
で
手
先
が
器
用

・
耳
が
白
い

・
目
の
周
り
が
黒
く
、
ア
イ
マ
ス
ク

の
よ
う

・
ネ
コ
よ
り
一
回
り
大
き
い

・
背
中
を
丸
め
た
歩
き
方

※　
捕
獲
に
は
「
捕
獲
許
可
」
が
必

要
で
す
。
無
許
可
で
の
捕
獲
は
違

法
と
な
り
ま
す
の
で
、
ア
ラ
イ
グ

マ
を
目
撃
し
た
人
は
、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
�
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

防
災
防
犯
の
話
し
合
い
を

お
手
伝
い
し
ま
す

町
内
会
の
集
会
な
ど
で
防
災
や
防

犯
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
？

　
希
望
が
あ
れ
ば
、
講
師
を
派
遣
し

て
出
前
講
座
を
し
ま
す
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に

か
か
る
集
会
費
用
な
ど
に
つ
い
て
、

補
助
金
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
一
度
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
�
９
１
２
２

・
各
支
所
防
災
自
治
課
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

４月側溝消毒予定表
日 曜 場所
２ 木 浅井町１～３、黒川町１・２
6 月 黒川町３～７
７ 火 相生町１～３
８ 水 相生町３・4、竹迫町
９ 木 杉戸町、笠柄町
13 月 熱田町６～10
14 火 小福井団地、汐入団地
15 水 石原団地、内田町
16 木 長浜町１～８
20 月 日脚町２～６・８・９、周布町
21 火 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
22 水 唐鐘１～９
23 木 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
27 月 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
28 火 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
30 木 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施する

ことがあります。
　　環境課廃棄物衛生係　☎�９４３０

補助率と補助限度額　補助対象経費に補助率を掛けた金額が、補助金になります。

対象事業 補助対象経費 補助率 １棟当たりの
補助限度額

耐震診断 耐震診断に要する経費 10分の9 60,000円
補強計画策定 補強計画策定に要する経費 3分の2 400,000円

耐震改修
耐震改修工事に要する経費
（工事に伴い必要となる撤去、復旧など
に要する経費を含む）

100分の23 800,000円

解体助成 住宅の全てを除却するために要する経費 100分の23 400,000円

申
込
方
法

　
必
要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
、

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指
導
係

　
☎
�
９
６
３
２

本人確認書類（別表）

書類A
マイナンバーカード、住民基本台帳カード（顔写真
付）、運転免許証、運転経歴証明書（交付年月日が
平成24年4月1日以降のものに限る）、旅券、身体障
害者手帳、療育手帳など

書類B
書類A以外の「氏名・生年月日」又は「氏名・住所」
が記載された書類
健康保険証、介護保険証、医療受給者証、年金手帳
（証書）、社員証、学生証など

※　必ず原本を持参してください

住

宅

地
域
材
を
活
用
し
た

住
宅
へ
の
助
成

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
で
、
市
内
も
し
く
は
県
内
で
生

産
さ
れ
た
木
材
に
よ
り
、
市
内
の

製
材
業
者
な
ど
で
製
材
及
び
加
工

さ
れ
た
木
材
（
地
域
材
）
を
使
用

し
新
築
を
す
る
人
及
び
住
宅
施
工

者
で
、
4
月
1
日
以
後
に
棟
上
げ

を
し
、
令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で

に
完
了
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

②
市
税
の
滞
納
の
な
い
人

助
成
額

住
宅
の
構
造
材
・
内
外
装
材
・
下

地
材
な
ど
、
使
用
す
る
地
域
材
１
㎥

あ
た
り
住
宅
所
有
者
5
千
円
（
上
限

６
万
円
）、住
宅
施
工
者
5
千
円
（
上

限
６
万
円
）

申
請
期
限　
棟
上
げ
の
日
ま
で

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
農
林
振
興
課
及
び
各

支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
先

・
市
役
所
本
庁
舎
4
階
農
林
振
興
課

・
各
支
所
産
業
建
設
課

問
合
せ　
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
�
９
５
１
０

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
し
ま
す

　

市
で
は
、「
浜
田
市
建
築
物
耐
震

改
修
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
震

な
ど
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
を
防

止
し
、
そ
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、「
耐
震
診
断
」
や
「
耐
震

改
修
」
な
ど
を
行
う
住
宅
の
所
有
者

に
対
し
て
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

耐
震
診
断
事
業

　

現
地
調
査
や
構
造
計
算
に
よ
っ

て
、
建
物
に
耐
震
性
が
あ
る
か
を
建

築
士
に
判
定
し
て
も
ら
う
。

補
強
計
画
策
定
事
業

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
補
強
方
法

を
設
計
し
て
も
ら
う
。

耐
震
改
修
事
業

策
定
さ
れ
た
補
強
計
画
に
基
づ
き
、

耐
震
改
修
（
補
強
）
工
事
を
行
う
。

解
体
助
成
事
業

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
建
物
全
部

を
解
体
す
る
。

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
木
造

住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
階
数
が

２
以
下
の
も
の

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評

点
が
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
レ
ベ
ル
で
あ
る
１
・
０
未
満

と
判
定
さ
れ
た
も
の
（
耐
震
診
断

事
業
の
場
合
は
除
く
）

生
活
・
環
境

一
度
の
来
庁
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
と
受
取

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
市
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
を
し
た
人
は
、
カ
ー

ド
の
受
取
時
に
も
来
庁
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
は
、
申

請
者
本
人
が
来
庁
し
て
申
請
し
た
場

合
は
、
後
日
、
本
人
限
定
受
取
郵
便

で
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。顔
写
真
の
撮
影
サ
ー
ビ
ス（
無

料
）
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
顔
写

真
の
用
意
は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
本
人
（
15
歳
以
上
の
人
）
が
来
庁

す
る
場
合

・
本
人
確
認
書
類
（
別
表
の
書
類
Ａ

1
点
又
は
Ｂ
2
点
）

・
通
知
カ
ー
ド

※　
紛
失
し
て
い
る
場
合
は
、
別
表

の
本
人
確
認
書
類
Ａ
2
点
又
は
Ａ

1
点
＋
Ｂ
１
点

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
再
交
付

申
請
す
る
人
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち

の
人
）

②
15
歳
未
満
の
人
が
来
庁
す
る
場
合

※　
必
ず
法
定
代
理
人
が
同
行
し
て

く
だ
さ
い
。

①
の
場
合
に
加
え
、
次
の
も
の

・
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

（
別
表
の
書
類
Ａ
1
点
又
は
Ｂ
2
点
）

・
本
人
と
法
定
代
理
人
の
関
係
が
分

か
る
書
類
（
戸
籍
謄
本
な
ど
。
本

籍
が
浜
田
市
の
場
合
、
又
は
本
人

と
同
行
す
る
法
定
代
理
人
が
同
一

世
帯
か
つ
、
世
帯
主
の
場
合
は
不

要
）

③
成
年
被
後
見
人
が
来
庁
す
る
場
合

※　
必
ず
法
定
代
理
人
が
同
行
し
て

く
だ
さ
い
。

①
の
場
合
に
加
え
、
次
の
も
の

・
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

（
別
表
の
書
類
Ａ
1
点
又
は
Ｂ
2
点
）

・
登
記
事
項
証
明
書

カ
ー
ド
の
郵
送

・
申
請
日
か
ら
約
1
か
月
～
1
か
月

半
後
に
、
申
請
者
本
人
に
限
定
し

て
郵
便
物
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
、「
本
人
限
定
受
取
郵
便
（
特

例
型
）」
で
郵
送
し
ま
す
。

・
申
請
者
が
15
歳
未
満
の
人
や
成
年

被
後
見
人
の
場
合
は
、
法
定
代
理

人
を
代
人
と
し
て
指
定
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
場

合
は
申
請
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

注
意
事
項

・
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
、
市
役
所
に
返

戻
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
改

め
て
交
付
の
案
内
を
し
ま
す
の
で
、

総
合
窓
口
課
又
は
各
支
所
市
民
福

祉
課
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
7
月
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申

込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
必
要
で
す
の
で
、
早
め
に

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

こ
と　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
�
９
４
０
０

・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と

政
策
企
画
課
地
域
情
報
係

　
☎
�
９
２
０
０

猫
の
避
妊
去
勢
手
術
を

助
成
し
ま
す

野
良
猫
に
よ
る
苦
情
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
な
か
に
は
ご
近
所
ト
ラ
ブ

ル
へ
と
発
展
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
原
因
と
な
る
野
良
猫
の
数

を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

今
年
度
も
避
妊
去
勢
手
術
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
手
術
の
普
及
を

通
じ
て
殺
処
分
さ
れ
る
猫
の
数
ゼ
ロ

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

避
妊
去
勢
手
術
の
利
点

　
望
ま
な
い
繁
殖
を
防
ぎ
、
病
気
リ

ス
ク
の
減
少
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、

発
情
期
特
有
の
困
っ
た
行
動
の
抑
制

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

交
付
条
件

①
浜
田
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
浜
田
市
内
の
動
物
病
院
で
手
術
す

る
こ
と

③
４
月
１
日
以
降
の
手
術
で
あ
る
こ

と
④
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
場
合
、
手

術
後
、
耳
カ
ッ
ト
を
施
し
て
い
る

こ
と
（
手
術
済
み
の
証
と
す
る
た

め
）

交
付
金
額

　
猫
の
手
術
１
回
に
つ
き
一
律

　
５
０
０
０
円

受
付
件
数

　

２
０
０
件
ま
で
（
到
達
し
た
時
点

で
受
付
を
終
了
し
ま
す
）

申
請
方
法

　
手
術
終
了
後
、
領
収
書
、
振
込
先

通
帳
、
印
鑑
及
び
身
分
証
明
書
を
持

参
し
、
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
来
て
く
だ

さ
い
。
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
場
合

は
、
手
術
前
後
の
写
真
（
耳
カ
ッ
ト

し
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
）
も
必
要

で
す
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
�
９
４
２
０

浜
田
自
動
車
道
（
瑞
穂
Ｉ
Ｃ

～
旭
Ｉ
Ｃ
）
夜
間
通
行
止
め

浜
田
自
動
車
道
（
瑞
穂
Ｉ
Ｃ
～
旭

Ｉ
Ｃ
間
）
の
対
面
通
行
区
間
の
事
故

防
止
対
策
の
た
め
、
夜
間
通
行
止
め

を
実
施
し
ま
す
。

期
間　
4
月
6
日
㈪
～
24
日
㈮

　
　
　
（
土
日
除
く
）

※　
予
備
日
は
5
月
11
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
15
日
㈮

時
間　
毎
夜
20
時
～
翌
朝
6
時

場
所　
浜
田
自
動
車
道
（
瑞
穂
Ｉ
Ｃ

～
旭
Ｉ
Ｃ
間
）

内
容　
舗
装
補
修
工
事
及
び
ワ
イ
ヤ

ロ
ー
プ
設
置
工
事
の
た
め

問
合
せ　
西
日
本
高
速
道
路
㈱
中
国

支
社
千
代
田
高
速
道
路
事
務
所

　
☎
０
８
２
６
�
５
３
３
１

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

子どもの「自己肯定感」を高めよう
～子どもが自信をもち、豊かな人生を送るために～

　自己肯定感とは、「自分は生きているだけで価値が
ある」「愛されている」など、ありのままの自分を受
け入れ、大切に思える感覚や感情のことを言います。
　自己肯定感が高い子どもは自分を大切に思い、周囲
からも大事にされていると感じるため、前向きで、壁
にぶつかっても立ち向かうことができます。また、精
神的に安定し、他人を思いやり、良好な人間関係を築
ける傾向にあります。
　一方、自己肯定感が低い子どもは自分に否定的で、
「どうせできない」と諦めやすい特徴があります。ま
た、情緒不安定で自分や他人を信頼できず、協調性が
ないといった傾向にあります。
　子どもが自信をもち、豊かな人生を送るために、自
己肯定感を高める子育てのヒントを紹介します。

１　子どもをほめよう
　子どもが物事に取り組み、成功したときはもちろん、
たとえ失敗しても頑張ってきた過程を認め、ほめてあ
げてください。そうすることで、子どもには失敗して
も挑戦する力がつきます。
　また、「大好きだよ」「ありがとう」など、子どもが
笑顔になる言葉を伝えることも、「ありのままの自分
でいいんだ」と自信につながります。

２　子どもの話を聞こう
　１日のうち少しでも、子どもと話す時間を作ってく
ださい。向き合って話を聞いてもらうことで「自分が
受け入れられている」「愛されている」と感じ、安心
できます。

３　子どもを認めよう
　子どものやる気を大切にして、子どものしたいよう
に取り組ませてあげることも自信につながります。危
ないことやしてはいけないことでない限り、好きなこ
とを思いきり楽しめる環境を整えましょう。

　保護者の皆さんは、日々忙しい中で子育てを頑張っ
ていると思います。まずは自分をほめてください。ま
た、子育ての悩みがあれば一人で抱え込まず、子育て
世代包括支援センターへお気軽にご相談ください。
・子育て世代包括支援センター

（子育て支援課子育て支援係）　☎�９３３１

問合せ
　三隅支所市民福祉課健康福祉係　☎�２８０６

３月まで ４月以降

全部支給
（月額） 42,910円 43,160円

一部支給
（月額）

42,900
～10,120円

43,150
～10,180円

第２子
加算額

10,140
～5,070円

10,190
～5,100円

第３子以降
加算額

6,080
～3,040円

6,110
～3,060円

浜田市広報 Facebook
市長公室総合調整係が取材するイベント

情報や、広報媒体に関するお知らせなどを、
Facebookで発信しています。

「いいね！」をお願いします。

問合せ　市長公室総合調整係　☎�９１５１

健
康
・
福
祉

各
種
物
品
・
手
当
な
ど
を

支
給
し
ま
す

紙
お
む
つ
な
ど
の
支
給

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に
、

紙
お
む
つ
や
尿
採
り
パ
ッ
ト
な
ど
を

支
給
し
ま
す
。

要
件

(1)　
市
内
に
住
所
を
有
し
要
介
護
4

又
は
５
と
認
定
さ
れ
た
在
宅
の
人

(2)　
(1)
に
該
当
す
る
人
の
世
帯
全
員

が
当
該
年
度
（
4
月
1
日
か
ら
5

月
31
日
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は

前
年
度
）
市
民
税
が
非
課
税
で
あ

る
こ
と

支
給
方
法　
年
間
４
万
円
を
限
度
に

現
物
を
宅
配
で
支
給

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に
、

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、

介
護
者
（
申
請
者
）
が
当
該
年
度

（
4
月
1
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
の

申
請
に
つ
い
て
は
前
年
度
）
市
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
場
合
と

な
り
ま
す
。

要
件

(1)　
市
内
に
住
所
を
有
し
世
帯
全
員

が
当
該
年
度
（
4
月
1
日
か
ら
5

月
31
日
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は

前
年
度
）
市
民
税
が
非
課
税
で
あ

る
こ
と

(2)　
要
介
護
4
又
は
5
と
認
定
さ
れ

た
人
、
も
し
く
は
要
介
護
4
又
は

5
に
相
当
す
る
人

(3)　
在
宅
で
の
療
養
期
間
が
継
続
し

て
1
年
以
上
あ
り
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人

支
給
額　
１
人
あ
た
り
10
万
円

在
宅
介
護
慰
労
金
の
支
給

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に
、

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、

介
護
者
（
申
請
者
）
が
当
該
年
度

（
4
月
1
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
の

申
請
に
つ
い
て
は
前
年
度
）
市
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
場
合
と

な
り
ま
す
。

要
件

(1)　
市
内
に
住
所
を
有
し
要
介
護
4

又
は
5
と
認
定
さ
れ
た
在
宅
の
人

(2)　
支
給
対
象
期
間
と
な
る
1
年
間

の
う
ち
１
８
０
日
以
上
の
在
宅
で

の
療
養
期
間
が
あ
る
人

※　
家
族
介
護
慰
労
金
と
併
せ
て
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

支
給
額　
１
人
あ
た
り
３
万
円

※　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
係　
☎
�
９
３
２
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

固
定
資
産
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

期
間　
４
月
23
日
㈭
～
５
月
15
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
２
階
資
産
税

課
※　
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・
課

税
明
細
書
・
身
分
を
証
明
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）・
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋

係　
☎
�
９
２
３
３

子

育

て

児
童
扶
養
手
当
額
が

変
わ
り
ま
す

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
、
児
童
の
健
全

育
成
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。
令
和
元
年
の
全
国
消
費
者
物
価

指
数
の
変
動
に
合
わ
せ
、
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
す
。

※　
本
人
又
は
同
居
の
扶
養
義
務
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
、
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士
資

格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
令
和
2
年
度
に
保
育
士
養
成

施
設
へ
在
学
し
、
卒
業
後
県
内
の

保
育
所
（
園
）
な
ど
に
勤
務
し
よ

う
と
す
る
人

貸
与
額　
月
額
５
万
円
以
内

※　
そ
の
ほ
か
生
活
保
護
世
帯
な
ど

へ
は
、
入
学
準
備
金
20
万
円
以
内
、

就
職
準
備
金
20
万
円
以
内
、
生
活

費
加
算
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
2
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
県
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
5
年
間
（
過
疎
地
域
は
3
年

間
）
勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額
免

除
募
集
期
間　
4
月
1
日
㈬
か
ら
5
月

15
日
㈮
ま
で

※　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
部
福
祉
資
金
係

　
☎
０
８
５
２
�
５
９
９
６

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
応

募
者

貸
与
額

①
県
社
協
貸
付
決
定
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
３
万
円

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
2
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
市
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
3
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

全
額
免
除

募
集
期
間　
県
社
協
貸
付
決
定
な
ど

の
通
知
後
1
か
月
を
予
定

※　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼

稚
園
係　
☎
�
９
３
３
０

税
務
・
納
税

固
定
資
産
税
の
評
価
額
な
ど

が
確
認
で
き
ま
す

令
和
2
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
と
課
税
明
細
書
は
、
４
月
22
日

㈬
に
発
送
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
発
行
以
前
に
評
価
額

な
ど
を
確
認
し
た
い
人
は
、
４
月
１

日
㈬
か
ら
、
次
の
窓
口
で
確
認
で
き

ま
す
。

対
象　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

　
な
ど

期
間　
４
月
1
日
㈬
～
６
月
１
日
㈪

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
２
階
資
産
税

課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

手
数
料　
無
料

縦
覧
・
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場
合

は
、
委
任
者
の
自
署
に
よ
る
委
任
状

も
必
要
で
す
。

問
合
せ　
資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋

係　
☎
�
９
２
３
３

クックパッド 浜田市公式キッチン
「浜田市びぃびくん食堂」

問合せ　健康医療対策課健康づくり係 ☎�９３１１

コラムコラム子育て
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

（表）　〒697-8501

　浜田市殿町１番地

　浜田市保険年金課

「国保脳ドック」係

はがきの記入例申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

※　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
29
・

30
・
令
和
元
年
度
と
も
応
募
し
抽

選
の
結
果
落
選
に
な
っ
た
人
や
、

平
成
29
・
30
・
令
和
元
年
度
に
助

成
を
受
け
て
い
な
い
人
を
優
先
し

ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、
4
月
下

旬
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
期
限　
4
月
13
日
㈪
必
着

注
意
事
項

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

・
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の

「
脳
ド
ッ
ク
」「
人
間
ド
ッ
ク
」、

浜
田
市
の
「
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
」

の
い
ず
れ
か
一
つ
で
す
。

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
人
は
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
が
で
き

ま
せ
ん
。

・
閉
所
恐
怖
症
の
人
は
検
査
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
、
体
内
に
金

属
製
の
も
の
を
装
着
し
て
い
る
人

は
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
及
び
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ａ

を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
医

な
ど
に
ご
相
談
の
う
え
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

保
険
年
金
課
国
保
係　
　

　
☎
�
９
４
１
０

３月まで
（月額）

４月以降
（月額）

特別障害者手当 27,200円 27,350円
福祉手当

（経過措置分） 14,790円 14,880円

障害児福祉手当 14,790円 14,880円

特別児童
扶養手当

重度
（1級） 52,200円 52,500円

中度
（2級） 34,770円 34,970円

特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※　
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援

護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
介
護

手
当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、

手
当
支
給
の
調
整
が
あ
り
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障
が

い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

問
合
せ　
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　
☎
�
９
３
２
２

保
険
・
医
療

年

金

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」

　
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加

入
者
の
健
康
保
持
増
進
と
病
気
の
早

期
発
見
を
目
的
と
し
て
「
脳
ド
ッ

ク
」
を
受
け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま

す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

(1)　
令
和
2
年
4
月
1
日
現
在
、
74

歳
ま
で
（
昭
和
20
年
4
月
2
日
生

以
降
）
の
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人

(2)　
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な

い
こ
と

受
診
医
療
機
関　

浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内
健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
期
間　
5
月
～
12
月

検
診
内
容　
身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
心
電
図
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭

部
断
層
撮
影
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の
血

管
撮
影
な
ど

定
員　
２
６
０
人

自
己
負
担
金　
１
万
円

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診
希

望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・
③
性

別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連
絡
先
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※　
は
が
き
1
枚
で
1
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。

※　
同
1
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
1
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先　
〒
６
９
７-

８
５
０
１

　
浜
田
市
殿
町
１
番
地　
浜
田
市
保

険
年
金
課　
「
国
保
脳
ド
ッ
ク
」
係

国
民
年
金
保
険
料
額
が

決
ま
り
ま
し
た

令
和
２
年
度
の
国
民
年
金
第
1
号

被
保
険
者
及
び
任
意
加
入
被
保
険
者

の
1
か
月
あ
た
り
の
保
険
料
は
、
１

６
５
４
０
円
で
す
。
前
納
制
度
、
免

除
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？
学
生
納
付
特
例
制

度
学
生
納
付
特
例
と
は
、
20
歳
以
上

の
学
生
が
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
こ

と
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
（
先
送
り
）
さ
れ
る
制
度
で
す
。

学
生
で
あ
っ
て
も
、
修
業
年
限
が

1
年
未
満
の
課
程
な
ど
、
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
2
年
度
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
の
申
請
期
間
は
、
4
月
か
ら
令

和
3
年
3
月
ま
で
で
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

①
在
学
証
明
書
原
本
（
申
請
年
度
と

同
じ
年
度
の
も
の
）、
又
は
学
生

証
の
写
し

②
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

※　
令
和
元
年
度
に
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
て
い
る
人
は
、
4
月

に
は
が
き
形
式
の
申
請
書
が
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

※　
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
「
追
納
制

度
」
を
利
用
し
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所

　
☎
�
０
６
７
０

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
１

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す

対
象
者　
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険

者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
2
月
1

日
以
降
の
人
で
す
。な
お「
出
産
」

と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以

上
の
出
産
を
い
い
、
死
産
、
流
産
、

早
産
し
た
人
を
含
み
ま
す
。

免
除
期
間　
出
産
予
定
日
又
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
4
か

月
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
属
す

る
月
の
3
か
月
前
か
ら
6
か
月

間
）
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

届
出
時
期　
出
産
予
定
日
の
６
か
月

前
か
ら
可
能
で
す
。

添
付
書
類　
出
産
前
に
届
出
を
行
う

場
合
は
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出

産
日
が
わ
か
る
も
の
が
必
要
で
す
。

出
産
後
に
届
出
を
行
う
場
合
は
、

市
で
確
認
で
き
る
た
め
原
則
不
要

で
す
。

問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所

　
☎
�
０
６
７
０

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
１

Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｐ

Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

助
成
額　
３
０
０
０
０
円

　
（
先
着
50
人
）

助
成
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

・
今
年
度
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

し
な
い
こ
と
。

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※　
た
だ
し
、
同
じ
年
度
内
に
1
回

限
り
で
す
。

助
成
手
続

①
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
７
７
０
０
）
に
検
診

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
検
診
日
が
確
定
し
た
ら
、
市
役
所

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
決
定
通
知
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

必
ず
そ
の
通
知
を
持
っ
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
市
役
所
本
庁
舎
1
階
健
康

医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係
又
は

各
支
所
市
民
福
祉
課

注
意
点

・
Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
と
巡
回

人
間
ド
ッ
ク
は
、
検
査
の
内
容
や

目
的
が
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
検
診
項
目
を
理
解
の
上
、
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

・
自
己
負
担
が
６
５
０
０
０
円
必
要

で
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
か
ら
手
当
額
が
、
次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
す
。

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、令
和
2
年
4
月
1
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者　
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
遺
族
1
人

(1)　
令
和
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
人

(2)　
戦
没
者
な
ど
の
子

(3)　

戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
・
②

孫
・
③
祖
父
母
・
④
兄
弟
姉
妹

※　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
。

(4)　
(1)
か
ら
(3)
以
外
の
戦
没
者
な
ど

の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
・
姪
な

ど
）

※　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
、

引
き
続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
・
5
年
償

還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　
令
和
2
年
4
月
1
日
～

令
和
5
年
3
月
31
日
ま
で

請
求
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
、
戸
籍

抄
本
な
ど
必
要
書
類
の
手
数
料
、

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類

※　
請
求
者
が
過
去
に
特
別
弔
慰
金

の
請
求
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
な

ど
の
状
況
に
よ
り
、
提
出
す
る
書

類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

地
域
福
祉
課
及
び
各
支
所
市
民
福

祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
・
問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
☎
�
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
へ
の

助
成

骨
髄・末
梢
血
幹
細
胞（
以
下「
骨

髄
な
ど
」
と
い
う
）
を
提
供
す
る
人

に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
該
提
供
者
の
負
担
の

軽
減
を
図
り
、
骨
髄
な
ど
の
移
植
の

推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

第
11
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

(1)　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

(2)　
骨
髄
な
ど
を
提
供
し
た
人

(3)　
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン

ク
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業

に
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
い
る
人

助
成
内
容　
骨
髄
な
ど
の
提
供
の
た

め
の
通
院
又
は
入
院
の
日
数
に
つ

い
て
、
1
日
あ
た
り
2
万
円
を
助

成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
1
回
の
骨

髄
な
ど
の
提
供
に
つ
き
、
14
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。

※　
通
院
な
ど
の
日
数
は
、
次
に
掲

げ
る
日
数
の
合
計
日
数
と
し
ま
す
。

(1)　
健
康
診
断
の
た
め
の
通
院
の
日

数
(2)　
自
己
血
貯
血
の
た
め
の
通
院
の

日
数

(3)　
骨
髄
な
ど
の
採
取
の
た
め
の
入

院
の
日
数

(4)　
そ
の
ほ
か
骨
髄
な
ど
の
提
供
に

関
し
、
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄

バ
ン
ク
又
は
医
療
機
関
が
必
要
と

認
め
る
通
院
な
ど
の
日
数

申
請
・
問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課

健
康
づ
く
り
係　
☎
�
９
３
１
１
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

伝 言 板
まちかど

ハノイ　花の移動販売

　すっかり春めいてきましたね。天気はますます暖か
くなって、桜が咲いているでしょうか。ふと、ハノイ
の春の暖かさを思い出しました。通勤で毎朝、お花屋
さんの前を通る際に、綺麗な花束を見ると、ハノイの
花の移動販売さんと太陽の下で輝く葉の結露がキラキ
ラしている景色が呼び起こされます。

　花の移動販売は花を肩に乗せているだけではありま
せん。ハノイの伝統的な雰囲気も表現します。昔から、
ベトナムの詩の材料としてよく使われています。ハノ
イの人は花が大好きです。おばあちゃん、お母さんの
器用な手先のおかげで、とても綺麗で芳しい香りがす
る花瓶ができます。花は居間、寝室、階段といった場
所に飾られています。花は家族の雰囲気を生き生きと
させるとよく言われるため、昔からベトナム人は花の
美しさを慈しんでいます。

　ハノイでは旧市街がとても有名です。ホアンキエム
湖の北側に広がる旧市街は別名「ハノイ36通り」と
も呼ばれており、古くから商業が栄えていたエリア
です。36通りでも花の移動販売の姿がよく見られる
と思います。特に、旧暦で毎月の１日と元日前の数日

間は、お客さんがとても多いです。花は祖先への心か
らの敬意をささげるものとしてよく使われているため、
花を買って、お皿か花瓶に飾って、丁寧に祖先の聖壇
に配置しています。花と抹香の香りが組み合わさって
精神的な空間になります。
　大声で宣伝することは必要なく、花の香りと美しさ
は嗅覚と視覚を刺激して、通行人を花の移動販売に引
き寄せます。日本には鮮やかな花屋があちこち見えま
すが、古い自転車に乗って花がいっぱい入った籠を肩
に乗せる女性たちはなかなか見ることがないと思いま
す。緑のエメラルドの花、黄色の菊、赤の薔薇、白の
グレープフルーツの花などのカラフルな花束がハノイ
の象徴です。
　ハノイに来る機会があれば、ぜひ早く起きて、ハノ
イの町を巡って、移動販売の花の美しさを眺めましょ
う。

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
4
月
10
日
㈮

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅
（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅・地
域
定
住
住
宅

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

若
者
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

浜
田
土
建
㈱　
☎
�
１
４
１
７

対
象　
未
就
園
児
親
子

日
時　
初
回　
4
月
22
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時
30
分

園
開
放　
毎
週
月
～
金
曜
日

場
所　
美
川
幼
稚
園

料
金　
無
料
（
活
動
内
容
に
よ
り
実

費
負
担
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

申
込
み　
美
川
幼
稚
園
へ

☎
�
０
１
８
５

指
定
期
間　
令
和
3
年
4
月
1
日
～

令
和
6
年
3
月
31
日
（
3
年
間
）

申
請
方
法　
4
月
10
日
㈮
か
ら
5
月

29
日
㈮
ま
で
に
、
募
集
要
項
な
ど

を
窓
口
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
弥
栄
支
所
産
業
建
設
課
産

浜田市スポーツ少年団一覧
団名 練習日 練習場所 問合せ（敬称略） 電話番号

国府剣道 土 国府小体育館 宇津巻豊昭 090-7121-6928
長沢剣道 土・日 石見小体育館 渡辺美紀 090-7774-3060
三隅柔道 月・水・金 三保公民館 平川隆夫 090-3373-0105
浜田テコンドー 火・金 石見公民館 田淵　裕 090-1337-1696
浜田中央（ソフトボール） 土・日・祝 原井小校庭 川辺孝之 090-3375-1258
国府野球 土・日・祝 国府ふれあい広場 天野禎丞 080-6248-7455
西部野球 土・日・祝 周布小校庭 小田昭司 090-5692-9308
浜田市野球 土・日・祝 松原小校庭 三浦　聡 090-7779-1582
美川野球 土・日・祝 美川農村広場 永見哲朗 090-7548-4324
三隅少年野球クラブ 水・土・日・祝 田ノ浦公園ソフトボール場 湊　　聡 090-5267-4624
波佐（バドミントン） 金 波佐小体育館 奥本智之 090-3377-0054
国府バレーボール 火・木・土 国府小体育館 宮田　徹 080-1907-3637
周布バレーボール 水・土・日 周布小体育館 熊谷一二三 090-8992-2686
みすみSmileys（バレーボール） 月・水・日 三隅小体育館 村木勝也 090-1682-9110

入
団
申
込
み

対
象　
原
則
小
学
生
以
上

申
込
み　
左
表
の
各
団
問
合
せ
へ

団
の
新
規
設
立

問
合
せ　
浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

☎
�
９
７
２
１

業
振
興
係

　
☎
�
２
１
１
２

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

高
校
生
の
通
学
定
期
券
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
浜
田
市
内
の
高
等
学
校
へ
定
期
券

（
バ
ス
・
Ｊ
Ｒ
）
を
使
用
し
て
通
学

す
る
生
徒
の
保
護
者
を
対
象
に
、
通

学
定
期
券
購
入
に
か
か
っ
た
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※　
保
護
者
、
生
徒
の
両
方
が
市
内

に
住
所
を
有
す
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

補
助
金
額

往
復
定
期
券
の
場
合

　
１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か
ら

お
お
む
ね
１
５
０
０
０
円
を
差
し

引
い
た
額

片
道
定
期
券
の
場
合

　
１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か
ら

お
お
む
ね
８
２
５
０
円
を
差
し
引

い
た
額

申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書

・
在
学
を
証
明
す
る
書
類
（
学
生
証

の
写
し
又
は
在
学
証
明
書
な
ど
）

・
通
学
定
期
券
の
コ
ピ
ー

・
印
鑑
（
申
請
者
の
も
の
）

※　
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
窓
口
に
も

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

・
各
支
所
防
災
自
治
課

申
請
期
間

　
定
期
券
の
購
入
年
度
内
で
あ
れ
ば

随
時
申
請
で
き
ま
す
。

※　
今
年
度
購
入
し
た
定
期
券
で
あ

れ
ば
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
後
の

申
請
も
可
能
で
す
。

問
合
せ

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
交
通
学

校
支
援
係　
☎
�
９
２
０
１

ドアン　トゥ　クイン

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
島
根
支
部
の
保
険

料
率
が
変
わ
り
ま
す

令
和
2
年
3
月
分
（
4
月
納
付

分
）
か
ら
、
健
康
保
険
料
率
・
介
護

保
険
料
率
が
引
上
げ
と
な
り
ま
す
。

※　
任
意
継
続
被
保
険
者
は
4
月
分

（
4
月
納
付
分
）
か
ら
引
上
げ

健
康
保
険
料
率
（
島
根
支
部
）

10
・
15
％
（
変
更
前
10
・
13
％
）

※　
健
康
保
険
料
率
は
、
都
道
府
県

ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）

　
１
・
79
％
（
変
更
前
１
・
73
％
）

※　
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
（
介

護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、

健
康
保
険
料
率
に
介
護
保
険
料
率

が
加
わ
り
ま
す
。

「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
」
に
よ

り
、
皆
さ
ん
の
健
診
受
診
・
保
健
指

導
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
な

ど
の
取
組
で
保
険
料
率
の
引
下
げ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

問
合
せ

　
全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部　

☎
０
８
５
２
�
５
１
４
０

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

浜
田
市
ふ
る
さ
と
体
験
村
施
設

指
定
管
理
者
募
集

募
　
　
集

行
事
や
楽
し
い
体
験
を

親
子
で
一
緒
に
し
ま
し
ょ
う

美
川
幼
稚
園
「
な
か
よ
し
会
」

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
・
新
規
登
録
団
募
集

国際交流員コラム
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今年は浜田城資料館横
駐車場で開催

浜田城
資料館
★

祭
り
会
場

　
　
◀

商工
会議所

■

■

立正
佼成会

浜
田
川

・とのさま桜ええげな祭り（小雨決行）
・桜の茶会（雨天実施）

対
象　
中
学
生
以
下

日
時　
4
月
6
日
㈪
～
延
べ
10
回　

午
後
7
時
～
9
時
（
雨
天
延
期
）

場
所　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

料
金　
２
０
０
０
円

申
込
み　
申
込
書
と
参
加
料
を
石
見

海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ

☎
�
２
２
３
１

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
校
２
年
生
以
上

日
時
・
場
所

・
毎
週
木
曜
日　
午
後
７
時
～
９
時

　
原
井
小
学
校
体
育
館

・
毎
週
土
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

　
三
階
小
学
校
体
育
館

料
金　
無
料
（
体
験
会
）

※　
引
き
続
き
教
室
に
加
入
す
る
場

合
は
、
年
会
費
な
ど
が
必
要
。

申
込
み　
浜
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟　
白
瀬
亘
さ
ん
へ　
☎
�
０
６

９
０　
又
は
金
岡
敬
子
さ
ん
へ

☎
�
１
８
７
３

対
象　
70
歳
未
満
で
簡
単
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
で
き
る
人

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日
時　
5
月
14
日
㈭
か
ら
令
和
3
年

3
月
ま
で
の
木
曜
日
（
全
22
回
）

料
金　
１
５
４
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日
時　
5
月
9
日
㈯
か
ら
令
和
3
年

3
月
ま
で
の
土
曜
日
（
全
21
回
）

料
金　
８
８
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

場
所　
い
わ
み
ー
る 

視
聴
覚
研
修
室

申
込
み　
当
日
ま
で
に
島
根
県
西
部

視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

☎
�
９
３
３
４

語学講座
講座 日時 場所 定員 料金 締切日

クインのベトナム語講座
～入門・初級～

4月13日㈪～6月29日㈪の月曜日
【　入門　】午後1時30分～3時
（テキスト代2,200円が必要な場合あり）
【　初級　】午後7時～8時30分
（テキスト代3,300円が必要な場合あり）

浜田公民館 各
15人

各
4,000円 4月10日㈮

韓国語講座
～初級・中級～

4月14日㈫～6月30日㈫の火曜日
【　初級　】午後7時～8時30分
【　中級　】午後4時～5時30分

浜田公民館 各
15人

各
4,000円 4月10日㈮

ジョアンナの英語講座
～初級・中級～

4月15日㈬～6月24日㈬の水曜日
【昼の部】午後1時30分～3時
【夜の部】午後7時～8時30分
（初級・中級を昼・夜交互に開催・全5回）

石見公民館 各
15人

各
2,000円 4月13日㈪

你好、于
う

 清
せ いと中国語を

勉強しませんか
～昼の部・夜の部～

4月16日㈭～7月2日㈭の木曜日
【昼の部】午後1時30分～3時
【夜の部】午後7時～8時30分

浜田公民館 各
15人

各
4,000円 4月14日㈫

「我们一起说中文吧！」
（中国語を話しましょう！）

～授業は全て中国語で進めます～
4月21日㈫～7月7日㈫の火曜日
午後7時～8時30分　　（月1回） 浜田公民館 4人 1,600円 4月17日㈮

国際交流教室
教室 日時 場所 定員 料金 締切日

ジョアンナの料理教室
～メキシカン料理を

作りましょう～

対象　小学生以上
4月19日㈰
午前9時30分～午後2時

石見公民館
調理室・和室 15人

1,000円
（傷害保険

代含む）
4月16日㈭

申
込
み　
浜
田
国
際
交
流
協
会
へ

☎
�
１
２
４
１

（
各
講
座・教
室
と
も
会
員
料
金
あ
り
）

対
象　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・
寡

婦
の
人

日
時　
奇
数
月
第
4
水
曜
日

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ー
る

料
金　
無
料（
1
人
30
分
・
要
予
約
）

申
込
み　
島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
へ 

☎
０
８
５
２
�
５
９
２
０

（
平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
4
時

30
分
）

日
時　
4
月
8
日
㈬
・
5
月
13
日
㈬

午
後
1
時
～
4
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０

第
2
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
6
月
14
日
㈰

受
付
期
間

書
面
申
請　
4
月
6
日
㈪
～
20
日
㈪

電
子
申
請　
4
月
3
日
㈮
～
17
日
㈮

試
験
地　
浜
田
・
出
雲
・
隠
岐

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
第
１
類
～

第
６
類
・
丙
種

問
合
せ　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物

係　
☎
�
１
１
６
７

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

対
象　
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種
第

4
類
を
受
験
す
る
人

日
時　
5
月
12
日
㈫

場
所　
い
わ
み
ー
る 

４
０
２
研
修
室

申
込
み　
講
習
会
1
週
間
前
ま
で
に

申
請
書
と
受
講
料
を
島
根
県
危
険

物
保
安
協
会
連
合
会
へ

　
☎
０
８
５
２
�
７
２
０
２

仕
事
終
わ
り
・
学
校
終
わ
り
に

ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
も
う

日
時　
4
月
1
日
㈬
～
30
日
㈭

場
所　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

内
容　
午
後
5
時
以
降
入
場
の
場
合

貸
靴
料
（
４
１
０
円
）
が
無
料

※　
滑
走
料
は
有
料

Ｇゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

・
Ｗ（
４
月
29
日
～
５
月
６
日
）は

日
時　
4
月
1
日
㈬
～
5
月
31
日
㈰

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
月
曜
日

休
館・祝
日
の
場
合
翌
平
日
休
館
）

場
所　
石
州
和
紙
会
館

内
容　
植
物
と
石
州
和
紙
を
使
っ
た

照
明
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
展

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

☎
�
４
１
７
０

日
時　
4
月
～
令
和
3
年
3
月

毎
週
土
曜
日　
午
後
8
時
～
9
時

特
別
公
演　
4
月
18
日
㈯
・
6
月
27

日
㈯
・
8
月
29
日
㈯
・
12
月
26
日

㈯
・
令
和
3
年
2
月
27
日
㈯

午
後
8
時
～
11
時
30
分

休
演
日　
4
月
25
日
㈯
・
6
月
13
日

㈯・7
月
25
日
㈯・9
月
5
日
㈯
・

19
日
㈯・10
月
3
日
㈯・10
日
㈯
・

令
和
３
年
1
月
2
日
㈯

場
所　
三
宮
神
社

定
員　
１
２
０
人

料
金　
通
常　
　
　
　
　
７
０
０
円

　
　
　
特
別
公
演
日　
１
０
０
０
円

　
　
　
中
学
生
以
下　
無
料

※　
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

問
合
せ　
浜
田
市
観
光
協
会

☎
�
１
０
８
５

日
時　
4
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
波
佐
公
民
館
・
小
国
公
民
館

　
・
今
市
公
民
館
・
和
田
公
民
館
・

都
川
公
民
館
・
市
木
公
民
館
・
木

田
暮
ら
し
の
学
校

内
容　
各
公
民
館
で
雛
人
形
を
展
示

※　
展
示
期
間
な
ど
は
各
公
民
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

波
佐
公
民
館　
☎
�
０
１
４
６

小
国
公
民
館　
☎
�
０
２
５
４

今
市
公
民
館　
☎
�
１
７
５
７

木
田
公
民
館　
☎
�
１
１
０
５

和
田
公
民
館　
☎
�
１
９
１
８

都
川
公
民
館　
☎
�
０
０
０
１

市
木
公
民
館　
☎
�
０
０
７
７

日
時　
4
月
5
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　
浜
田
城
資
料
館
横
駐
車
場

問
合
せ　
・
殿
町
商
店
街 

高
橋
写
真

館　
☎
�
０
５
６
３　
・
浜
田
城

資
料
館　
☎
�
７
１
５
１

日
時　
4
月
5
日
㈰
～
6
月
20
日
㈯

午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
郷
土
資
料
館

　
☎
�
６
４
５
３

休
ま
ず
開
館

問
合
せ

　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ

ジ
浜
田

☎
�
１
３
０
０

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

教
室・講
座

石
見
海
浜
公
園

春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室（
硬
式
）

西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

点
訳・朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
習
会

浜
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

体
験
会

浜
田
国
際
交
流
協
会

語
学
講
座
・
国
際
交
流
教
室

相
　
　
談

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

ひ
と
り
親
家
庭
無
料
法
律
相
談

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

資
格・試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験　
及
び

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

お
出
か
け

サ
ン・ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

石
州
和
紙
会
館

空
の
彩
～
雲
海
の
彩

　

d plants S 

×
石
州
和
紙

浜
田
の
夜
神
楽
週
末
公
演

２
０
２
０ 

ぐ
る
っ
と

　
金
城
と
旭
の
雛
め
ぐ
り

殿
町
商
店
街

「
と
の
さ
ま
桜
え
え
げ
な
祭
り
」

＆ 

浜
田
城
資
料
館
「
桜
の
茶
会
」

浜
田
郷
土
資
料
館

　
市
民
寄
贈
資
料
披
露
展
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日
時　
4
月
11
日
㈯ 

午
前
9
時
30
分

場
所　
浜
田
市
野
球
場

内
容　
点
灯
式
・
特
別
交
流
試
合

（
浜
田
高
校
・
浜
田
商
業
高
校
・
浜

田
水
産
高
校
・
倉
敷
商
業
高
校
）

料
金　
無
料
（
雨
天
中
止
）

問
合
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係　
☎
�
９
７
２
１

日
時　
4
月
12
日
㈰　
午
前
9
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
実
力
に
応
じ
て
Ａ
級
～
Ｄ
級

に
分
か
れ
て
対
戦（
申
込
み
不
要
）

料
金　
一
般　
　
　
１
０
０
０
円

　
　
　
学
生
・
女
性　
５
０
０
円

問
合
せ　
立
脇
真
吾
さ
ん

　
☎
０
９
０-

２
４
７
９-

２
６
６
０

日
時　
4
月
19
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
9
時
～
正
午

場
所　
道
の
駅
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅

に
集
合
し
移
動
（
杖
が
必
要
）

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時　
4
月
19
日
㈰
・
5
月
17
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午
頃

場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
30
人
程
度

料
金　
無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

日
時　
4
月
25
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
分
海
岸
一
帯

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

　
☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

日
時　
4
月
26
日
㈰

午
後
2
時
～
4
時
20
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演　
自
衛
隊
音
楽
隊・地
元
高
校
生

料
金　
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

※　
整
理
券
は
市
役
所
又
は
当
日
会

場
で
配
布
。

問
合
せ　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
浜
田
出
張
所　
☎
�
１
３
３
４

日
時　
4
月
29
日
㈷

午
前
10
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

（
小
雨
決
行
・
雨
天
中
止
）

場
所　
栄
町
・
新
町
・
紺
屋
町
・
牛

市
町
・
朝
日
町
・
銀
天
街

内
容　
パ
レ
ー
ド
・
大
名
行
列
、
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
「
楽
市
」
な
ど

（
パ
レ
ー
ド
は
栄
町
を
正
午
出
発
）

問
合
せ　
浜
っ
子
春
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局（
浜
田
市
観
光
協
会
）

☎
�
１
０
８
５

日
時　
5
月
2
日
㈯

午
後
1
時
～
4
時

場
所　
県
立
石
見
武
道
館

内
容　
約
70
社
に
よ
る
合
同
企
業
説

明
会
な
ど
（
福
祉
・
保
育
の
就
職

フ
ェ
ア
し
ま
ね
と
同
時
開
催
）

日
時　
5
月
2
日
㈯

午
後
1
時
～
4
時

場
所　
県
立
石
見
武
道
館

内
容　
事
業
所・就
職
支
援
機
関
な
ど

に
よ
る
個
別
就
職
面
談
な
ど（
し
ま

ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
同
時
開
催
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

石
見
支
所　
☎
�
９
３
４
０

日
時　
5
月
3
日
㈷
～
5
日
㈷

午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
所　
三
隅
公
園

内
容　
特
産
品
販
売
、屋
台
村
、紙
芝

居
（
雨
天
中
止
）、石
見
神
楽
上
演

問
合
せ　
三
隅
つ
つ
じ
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
浜
田
市
観
光
協

会
）
☎
�
１
０
８
５

日
時　
5
月
3
日
㈷
～
5
日
㈷　
午

前
10
時
～
午
後
3
時（
雨
天
実
施
）

（
5
日
は
午
後
2
時
ま
で
）

場
所　
浜
田
城
資
料
館

料
金　
５
０
０
円
（
実
費
）

問
合
せ　
浜
田
城
資
料
館

☎
�
７
１
５
1

日
時　
5
月
16
日
㈯

　
午
後
2
時
1
分
～
2
時
35
分

ル
ー
ト　
旧
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
前

駐
車
場
～
浜
田
市
役
所
前 

約
2.7
㎞

問
合
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係　
☎
�
９
７
２
１

日
時　
5
月
21
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
1
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　
長
野
操
子
さ
ん

定
員　
20
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金　
５
０
０
円

申
込
み　
4
月
15
日
㈬
ま
で
に
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内　
浜
田
市
水

産
業
振
興
協
会
へ 

☎
�
９
５
２
０

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部
企
画
映
画
上
映
会

映
画
上
映
「
半
世
界
」

企
画
展
「
竹
久
夢
二
と
乙
女
た
ち

あ
こ
が
れ
の
美
人
、
と
き
め
き
の
モ

ダ
ン
ラ
イ
フ
」

日
時　
4
月
18
日
㈯
～
6
月
8
日
㈪

午
前
9
時
30
分
～
午
後
6
時

（
入
館
は
午
後
5
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

（
5
月
5
日
㈷
は
開
館
）

場
所　
石
見
美
術
館　
展
示
室
Ｄ

内
容　
竹
久
夢
二
を
中
心
に
美
人
画

の
ほ
か
、
書
籍
や
楽
譜
を
彩
っ
た

モ
ダ
ン
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
な
ど
を
紹
介
す
る
展
覧
会

料
金　
一
般　
　
１
０
０
０
円

　
　
　
大
学
生　
　
６
０
０
円

　
　
　
小
中
高
生　
３
０
０
円

松
竹
大
歌
舞
伎

日
時　
4
月
11
日
㈯

　

①
午
後
0
時
30
分　
②
午
後
５
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
大
ホ
ー
ル

内
容　
人
間
国
宝
の
片
岡
仁
左
衛
門

さ
ん
が
出
演
す
る
歌
舞
伎
公
演

一
、
正
札
附
根
元
草
摺

二
、
義
経
千
本
桜
「
木
の
実
」「
小

金
吾
討
死
」「
す
し
屋
」

料
金　
全
席
指
定

　
Ｓ
席
・
一
般　
８
０
０
０
円

　
Ａ
席
・
一
般　
６
０
０
０
円

　
Ｂ
席
・
一
般　
３
０
０
０
円

（
会
員
料
金
あ
り
）

※　
未
就
学
児
入
場
不
可
（
無
料
託

児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
4
月
4
日
㈯

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

日
時　
5
月
10
日
㈰ 

午
前
7
時
30
分

場
所　
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

料
金　
メ
ン
バ
ー　
１
０
５
０
０
円

　
　
　
ビ
ジ
タ
ー　
１
３
６
９
０
円

（
参
加
費
・
食
事
代
を
含
む
）

※　
収
益
金
は
、子
育
て
支
援・青
少

年
教
育
育
成
な
ど
に
寄
附
し
ま
す
。

申
込
み　
4
月
27
日
㈪
ま
で
に
金
城

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ

☎
�
１
１
１
１

Ｇゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

・
Ｗ（
４
月
22
日
～
５
月
６
日
）は

休
ま
ず
開
館

ア
ク
ア
ス
は
今
年
開
館
20
周
年

島
根
県
民
無
料
開
放（
入
館
料
無
料
）

期
間　
4
月
15
日
㈬
～
20
日
㈪

※　
住
所
が
わ
か
る
も
の
が
必
要

毎
月
20
日
に
プ
チ
イ
ベ
ン
ト
開
催

「
ク
ラ
ゲ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ツ
ア
ー
」

日
時　
4
月
20
日
㈪

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

特
別
展
「
ひ
れ
あ
し
わ
ー
る
ど
」

日
時　
5
月
11
日
㈪
ま
で

場
所　
3
階
特
別
展
示
室

飼
育
の
日
～
４
月
19
日
は
４し

い

く
１
９
の
日
～

「
宿
直
体
験
！

夜
の
ア
ク
ア
ス
を
警
備
せ
よ
!!
」

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

日
時　
4
月
18
日
㈯

　
午
後
7
時
～
翌
午
前
８
時

場
所　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定
員　
40
人

料
金　
１
０
０
０
円

（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

申
込
み　
4
月
3
日
㈮
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
（
抽
選
当
選
者
に
は

4
月
7
日
㈫
ま
で
に
通
知
）

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
最
新
鰭
脚
類
学
～
化
石
か
ら
知
る

鰭
脚
類
～
」

日
時　
4
月
5
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
1
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

「
な
か
よ
し
タ
イ
ム 

ひ
れ
あ
し
ワ
ー

ル
ド
特
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
」

時
間　
午
後
3
時
20
分
～
3
時
40
分

場
所　
な
か
よ
し
広
場

講
師　
国
立
科
学
博
物
館
支
援
研
究

員　
主
森
亘
さ
ん

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

学
習
交
流
係
へ　
☎
�
３
６
１
４

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
テ
ッ
ポ
ウ
ウ
オ
に
エ
サ
を
あ
げ
よ

う
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
4
月
13
日
㈪
・
27
日
㈪

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
先
着
10
組

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

日
時　
5
月
17
日
㈰

①
午
前
10
時　
②
午
後
1
時
30
分

（
上
映
時
間
１
１
９
分
）

石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭

時
間　
午
前
9
時
～
午
後
３
時

特
別
企
画

Ｉ
タ
ー
ン 

第
2
の
ふ
る
さ
と
浜
田
へ

～
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
～

　
　
旭
梨
農
家　
横
山
堅
二
郎
さ
ん

時
間　
午
後
1
時
～
1
時
20
分

場
所　
大
ホ
ー
ル

料
金　
前
売
券
一
般　
１
２
０
０
円

　
小
学
生
～
大
学
生　
　
６
０
０
円

（
当
日
２
０
０
円
増
）

（
ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン
カ
ー
ド
使
用
可
）

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

教
育
委
員
会
、
世
界
こ
ど
も
美
術

館
、
石
正
美
術
館
、
み
ず
ほ
楽
器
、

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
、ブ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
ジ
ャ
ス
ト
、浜
田
ス
タ
ン

プ
会
加
盟
店
、浜
田
市
観
光
協
会
、

江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
、グ

ラ
ン
ト
ワ

問
合
せ　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
浜

田
ブ
ラ
ン
チ

☎
０
１
２
０
�
４
９
７
０

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

浜
田
市
野
球
場

電
光
掲
示
板 

竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー

将
棋
大
会

第
２
０
７
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

大
量
の
海
石
が
積
ま
れ
た

大
麻
山
混
合
岩
を
歩
く

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
ｉｎ
は
ま
だ

勇
壮
な
大
名
行
列
が
市
内
を
練
り
歩
く

浜
田
の
春
の
風
物
詩

２
０
２
０
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス（
春
期
）

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉・保
育
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

三
隅
つ
つ
じ
祭
り

～ 

彩
と
心
が
招
く

ふ
る
さ
と
三
隅
の
つ
つ
じ
祭
り 

～

浜
田
城
資
料
館

　
浜
田
城
山
茶
会

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
浜
田

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

沿
道
で
声
援
を
お
願
い
し
ま
す

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
�
２
１
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
縁
結
び
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
学
生

を
対
象
と
し
た
表
彰
式
と
抽
選

会
を
行
い
ま
し
た

公
開
講
座
会
員
募
集

����������������������������������������������

36広報はまだ：令和２年４月号37 広報はまだ：令和２年４月号

貸出ベスト10（令和２年２月期）
順位 タイトル 著者
１ そして、バトンは渡された 瀬尾　まいこ
２ 希望の糸 東野　圭吾
３ 気がつけば、終着駅 佐藤　愛子
４ 黒武御神火御殿

三島屋変調百物語六之続 宮部　みゆき
５ 山岳捜査 笹本　稜平
６ 桃源 黒川　博行
７ 卍どもえ 辻原　登
８ 未来 湊　かなえ
９ 落日 湊　かなえ
10 営繕かるかや怪異譚　その２ 小野　不由美

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
つ
み
あ
げ
オ
ロ
チ
く
ん
》

　
積
み
重
ね
て
遊
べ
る
紙
製
オ
ロ
チ
づ
く
り
。

◎
4
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
紐
の
お
散
歩
ブ
ロ
ー
チ
》　

　
ヒ
モ
を
切
っ
て
貼
っ
て
つ
く
る
ブ
ロ
ー
チ
。

◎
4
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
ネ
バ
ネ
バ
モ
ン
ス
タ
ー
》　

　
水
の
り
で
ス
ラ
イ
ム
を
つ
く
ろ
う
。

◎
4
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
と
り
か
え
っ
こ
オ
ブ
ジ
ェ
》　

　
プ
ラ
板
に
絵
を
描
い
て
オ
ブ
ジ
ェ
づ
く
り
。

◎
4
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

参
加
費　
３
０
０
円

《
春
の
キ
ャ
ン
ド
ル
》

　
粘
土
細
工
の
よ
う
に
コ
ネ
コ
ネ
こ
ね
て
、
形

を
つ
く
る
キ
ャ
ン
ド
ル
ク
ラ
フ
ト
。

◎
4
月
29
日
㈷

参
加
費　
３
０
０
円

※　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
（
参
加

受
付
は
当
日
３
時
30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室

に
て
）

　
本
展
で
は
、
日
本
製
・
海
外
製
の
様
々
な

種
類
の
つ
み
き
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
浜
田
の
広
葉
樹
を
使
用
し
て
制
作
し
た

「
つ
み
き
」
は
大
人
気
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

形
を
積
み
上
げ
る
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
建
物
、

電
車
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
形
が
で
き
あ
が
り
ま

す
。

　
ま
た
、
高
橋
綾
さ
ん
が
考
案
し
た
デ
ザ
イ

ン
性
の
高
い
つ
み
き
も
体
験
可
能
で
す
。
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期　
5
月
31
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　
４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　
３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

２
月
20
日
㈭
、
令
和
元
年
度
に
本

学
が
取
り
組
ん
だ
研
究
や
学
生
の
活

動
の
成
果
報
告
・
活
動
発
表
会
を
開

催
し
、
自
治
体
な
ど
関
係
団
体
の
皆

さ
ん
、
県
内
外
の
高
等
教
育
機
関
、

一
般
企
業
・
団
体
、
地
域
の
人
た
ち

な
ど
、
計
２
５
０
人
の
ご
来
場
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
奨

励
し
、
学
生
に
よ
る
地
域
交
流
や
地

域
貢
献
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
１

月
29
日
㈬
に
令
和
元
年
度
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
回
数
上
位
者
表
彰
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
抽
選
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
活
動
回
数
上
位
者
に
、
賞

状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、「
旅
行
券
」
や
「
石
見
の

選
べ
る
う
ま
い
も
ん
セ
ッ
ト
」、「
乗

馬
体
験
チ
ケ
ッ
ト
」
な
ど
の
地
元
産

品
や
地
域
で
の
体
験
チ
ケ
ッ
ト
を
対

象
と
し
た
抽
選
会
を
実
施
し
、
会
場

は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
、

大
学
を
よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
「
公
開
講

座
会
員
」
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

特
典
と
し
て
、
会
員
証
の
発
行
、
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
の
提
供
、
修
了

証
の
発
行
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
館
及
び
本

の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
会
費
は
無
料
で
、
更
新
手
続

も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
申
込
み
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ

　
連
携
交
流
課　
☎
�
２
３
９
６

こ
ど
も
の
読
書
週
間

移
動
図
書
館
「
ラ
ブ
ッ
ク
号
」
の
運

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す

２
０
２
０
年　
第
62
回
こ
ど
も
の
読
書
週

間
標
語
は
、「
出
会
え
た
ね
。
と
び
っ
き
り

の
一
冊
に
。」
で
す
。

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
で
あ
る
４
月
23
日

㈭
か
ら
５
月
12
日
㈫
ま
で
は
、「
こ
ど
も
の

読
書
週
間
」
と
し
て
、
全
国
各
地
で
子
ど
も

と
読
書
に
関
す
る
催
し
や
取
組
が
行
わ
れ
ま

す
。
図
書
館
で
も
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
移
動
図
書
館
の
運
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
変
更
し
ま
す
。
詳
し
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
移
動
図
書
館
は
浜
田
市
立
図
書
館
の
共
通

利
用
者
カ
ー
ド
で
貸
出
で
き
ま
す
。

ボランティア回数上位者表彰の様子

公開講座の様子

　

本
学
で
は
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　
連
携
交
流
課　
☎
�
２
３
９
６

「
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で
お
は

な
し
会
」

　
子
ど
も
が
主
役
の
朗
読
や
「
絵
本
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
『
ス
イ
ミ
ー
』
を
つ
く
ろ
う
！
」
な

ど
楽
し
い
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
４
月
29
日
㈷　
午
前
10
時
30
分
～

場
所　
中
央
図
書
館　
１
階　
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

（
総
合
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
前
）

料
金　
無
料

※　
事
前
申
込
不
要

※　
雨
天
時
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

す
。

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

４月の休館日
月曜日　６日・13日・20日・27日
振替日　30日㈭

春のキャンドル

浜田の広葉樹を
使用したつみき

こ
ど
も
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

　

午
前
は
、「
し
ま
ね
地
域
マ
イ
ス

タ
ー
課
程
」
２
期
生
が
取
り
組
ん
だ

卒
業
研
究
の
表
彰
式
と
発
表
会
の
ほ

か
、「
浜
田
市
」「
益
田
市
」「
浜
田

市
と
邑
南
町
と
の
「
食
」
を
通
じ
た

観
光
・
文
化
交
流
協
議
会
」
そ
れ
ぞ

れ
と
の
共
同
研
究
成
果
報
告
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
浜
田
・
出
雲
・
松

江
そ
れ
ぞ
れ
３
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
員

や
学
生
が
、
課
題
研
究
の
成
果
や
地

域
貢
献
活
動
の
取
組
に
つ
い
て
、
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
に
よ
り
発

表
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
産
学
共

同
開
発
の
怪
談
ス
イ
ー
ツ
の
試
食
や

え
ご
ま
茶
の
試
飲
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

地
域
の
食
材
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
が

振
る
舞
わ
れ
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
や

発
表
者
同
士
の
に
ぎ
や
か
で
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

共同研究報告会の様子

ポスターセッションの様子

※　
当
日
の
様
子
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
連
携
交
流
課　
☎
�
２
３
９
６

【
活
動
回
数
上
位
者
】

　
浦
辺
太
一
（
２
年
生
）

　
春
若
美
咲
（
４
年
生
）

　
三
浦
颯
太
（
１
年
生
）

　
梶　
瑞
希
（
４
年
生
）

　
常
平
志
織
（
４
年
生
）

※　
学
年
は
前
年
度
の
も
の 月刊！

こども美術館
浜田市世界こども美術館

vol.280

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

vol.198
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

「
つ
み
き
展
」
好
評
開
催
中
！　

図書館情報
開館時間 ４月の休館日

中央 ☎�0480 　９:00～1９:00 13日㈪・27日㈪
金城 ☎�1823

　９:00～17:00 ６日㈪・13日㈪
20日㈪・27日㈪

30日㈭

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10:00～1９:00

（土日祝日は18:00まで）
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間

（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

世 帯 男 女 総 数
浜 田 1９,383 18,688 20,546 3９,234
金 城 1,88９ 2,008 2,145 4,153

旭 1,313 1,331 1,32９ 2,660
弥 栄 665 5９1 64９ 1,240
三 隅 2,801 2,805 3,050 5,855
合 計 26,051 25,423 27,71９ 53,142

（単位：人）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの
市長直行便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

人　口（２月末現在）
三
隅
公
園
の
梅
林
は
、
県
内

で
最
も
有
名
な
梅
の
名
所
の
ひ

と
つ
で
す
。
昭
和
47
年
に
入
学
、

就
職
、
結
婚
、
新
築
な
ど
を
記

念
し
、
多
数
の
品
種
、
約
１
０

０
０
本
が
植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。

品
種
の
開
花
時
期
に
よ
り
、

２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
に
か

け
て
紅
・
桃
・
白
な
ど
に
色
付

き
、
公
園
は
様
々
な
表
情
を
見

せ
ま
す
。

【
石
本
正
記
念
展
示
室
＆
企
画
展
示

室
】

石
本
正
「
夢
を
え
が
い
て
」

期
間　
６
月
21
日
㈰
ま
で

　
「
思
い
出
や
あ
こ
が
れ
、
夢
、
空

想
な
ど
が
、
ぼ
く
の
絵
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
る
」

　
幼
少
期
か
ら
空
想
に
遊
ぶ
こ
と
が

多
か
っ
た
石
本
正
（
１
９
２
０
～
２

０
１
５
、
浜
田
市
出
身
）。

　

あ
こ
が
れ
の
美
術
作
品
を
は
じ

め
、
音
楽
や
小
説
、
映
画
…
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
吸
収
し
て
蓄
積
さ
れ
た

イ
メ
ー
ジ
は
、
作
家
と
な
っ
て
絵
に

向
か
う
と
き
、
ふ
と
脳
裏
に
去
来
し
、

絵
を
描
く
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

常
識
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
な

心
で
描
か
れ
た
作
品
の
数
々
を
テ
ー

マ
ご
と
に
展
観
し
ま
す
。

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

石本正「沖縄冬瓜」
2009（平成21）年

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

※　

 
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
し
た
入

場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無

料
で
す
。

●
「
石
見
の
春
」
展

期
間　
４
月
19
日
㈰
ま
で

●
「
～
石
州
和
紙
と
歩
ん
で
30
年
～

宮
山
加
代
子 

花
の
木
版
画
展
」

期
間　
４
月
25
日
㈯
～
５
月
10
日
㈰

※　
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

※　
い
ず
れ
も
観
覧
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
お
花
の
か
ざ
ぐ
る
ま
」

講
師　
モ
ー
ド
エ
モ
ー
ド
静
さ
ん

日
時　
4
月
11
日
㈯　
午
後
１
時
～

　
　
　
（
１
回
40
分
／
計
４
回
）

参
加
費　
４
０
０
円

定
員　
各
回
７
人
（
予
約
可
）

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ビ
ー
ズ
と
小
花
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
」

　
ビ
ー
ズ
を
気
ま
ま
に
刺
し
、
ぐ
し

縫
い
し
た
和
布
を
巻
い
て
作
っ
た
小

花
を
そ
え
ま
す
。
ふ
だ
ん
手
芸
を
し

な
い
人
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

（
直
径
約
７
㎝
、
小
箱
付
）

「
宮
山
加
代
子　
木
版
画
実
演
」

　
美
し
く
繊
細
な
花
の
作
品
で
国
内

外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
る
木
版
画

家
・
宮
山
加
代
子
さ
ん
（
千
葉
県

在
住
）。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
に
あ
わ
せ
、

実
際
の
版
木
を
使
っ
た
制
作
技
法
を

紹
介
し
ま
す
。

日
時　
４
月
26
日
㈰

　
午
後
２
時
～
３
時

場
所　
石
正
美
術
館
創
作
室

参
加
費　
無
料

Ｍokuren-1

お花のかざぐるま

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
《
作
品
に
み
る
「
石
本
正
の
え
が

い
た
夢
」》

　
開
催
中
の
展
覧
会
「
石
本
正　
夢

を
え
が
い
て
」
の
作
品
を
見
な
が

ら
、
そ
の
も
と
に
な
っ
た
画
家
の
イ

メ
ー
ジ
を
担
当
学
芸
員
が
わ
か
り
や

す
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
４
月
18
日
㈯

　
午
後
２
時
～
２
時
45
分

※　
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

講
師　
ち
く
ち
く
さ
ん
（
三
隅
町
）

日
時　
４
月
19
日
㈰

　
午
後
１
時
～
４
時

参
加
費　
１
５
０
０
円

定
員　
20
人
（
要
予
約
）

持
ち
物　
裁
縫
道
具（
針
、は
さ
み
）

「
第
８
回　
小
さ
な
音
楽
会
」

日
時　
４
月
25
日
㈯

　
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
石
正
美
術
館
創
作
室

入
場
料　
無
料

今
月
の
表
紙

毎
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

浜
田

市
市

長
公

室
　

　
　

　
　

　
☎

 0855‒25‒9151
　

　
　

　
　

　
ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁

　
〒

697-8501 島
根

県
浜

田
市

殿
町

１
番

地
　

　
　

 ☎
0855‒22‒2612（

代
表

）
　

　
http://w

w
w

.city.ham
ada.shim

ane.jp
　

　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支

所
　

　
金

城
支

所
　

☎
42 ‒1234

　
　

　
　

　
旭

支
所

　
　

☎
45 ‒1234

　
　

　
　

　
弥

栄
支

所
　

☎
48 ‒2111

　
　

　
　

　
三

隅
支

所
　

☎
32‒2800

浜
田

市
広

報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

4 令
和
２
年

N
o.228

広
報
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